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明
治
七
年
民
選
議
院
論
争
の
展
開

―
新
聞
投
書
に
み
る
社
会
と
政
治
―

汲

田

美

砂

は
じ
め
に

明
治
七
年
一
月
一
七
日
、
副
島
種
臣
、
後
藤
象
二
郎
、
板
垣
退
助
等
七
名
が
「
民
撰
議

院
設
立
建
白
書
」（
以
下
「
建
白
書
」
）
を
政
府
左
院
に
提
出
、
有
司
専
制
を
批
判
し
、
早

期
国
会
樹
立
を
求
め
た
。
前
参
議
ら
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
民
撰
議
院
設
立
建
白
を

も
っ
て
国
会
開
設
や
憲
法
制
定
を
求
め
る
自
由
民
権
運
動
の
嚆
矢
と
す
る
見
方
が
一
般

的
で
あ
る
。
し
か
し
、
稲
田
雅
洋
氏
の
よ
う
に
、
「
建
白
書
」
提
出
以
前
、
既
に
自
由
民

権
運
動
の
萌
芽
は
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
「
建
白
書
」
の
文
中
に
も
「
某
等
在

官
中
屡
及
建
言
候
者
も
有
之
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
副
島
や
板
垣
等
の
在
官
中
、
す
な
わ

ち
明
治
七
年
の
建
白
よ
り
前
か
ら
民
選
議
院
設
立
の
要
望
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
五
年
四
月
、
宮
島
誠
一
郎
か
ら
当
時
左
院
議
長
で
あ
っ
た
後
藤
象
二
郎
へ
提
出
さ
れ

た
「
立
国
憲
論
」
な
ど
が
有
名
で
あ
ろ
う
。
稲
田
氏
は
、「
建
白
書
」
に
つ
い
て
、
論
旨
の

新
規
性
や
先
進
性
は
否
定
し
た
う
え
で
、
前
参
議
等
に
よ
る
「
建
白
書
」
の
意
義
は
、
提

出
そ
の
も
の
よ
り
は
寧
ろ
そ
の
後
、
新
聞
紙
上
に
「
民
選
議
院
論
争
」
を
展
開
さ
せ
る
契

機
と
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
一

。 

「
民
選
議
院
論
争
」
と
は
、
「
建
白
書
」
の
提
出
翌
日
に
『
日
新
真
事
誌
』
へ
そ
の
全

文
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
新
聞
・
雑
誌
上
で
巻
き
起
こ
っ
た
一
大
論
争
の
こ
と

で
あ
る
。
新
聞
・
雑
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
民
選
議
院
論
の
数
は
、
明
治
七
年
だ
け
で
実
に

一
八
〇
件
に
も
及
ぶ
。
「
建
白
書
」
が
言
論
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
理
由
と
し
て
、

「
民
選
議
院
」
の
よ
う
な
西
洋
の
政
治
理
念
や
制
度
が
す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と

や
、
廃
藩
置
県
な
ど
中
央
集
権
化
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
明
治
政
府
の
政
策
へ
の
不
満

が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二

。
こ
の
民
選
議
院
論
争
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
で
は
、
そ
の
時
期
と
性
質
の
違
い
か
ら
第
一
次
と
第
二
次
に
分
け
ら
れ
て
き
た
。 

第
一
次
論
争
は
明
治
七
年
一
月
の
『
日
新
真
事
誌
』
お
よ
び
『
東
京
日
日
新
聞
』
が
「
建

白
書
」
の
全
文
を
掲
載
し
た
こ
と
で
始
ま
り
、
論
点
は
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
ま

ず
「
建
白
書
」
に
名
を
連
ね
る
前
参
議
ら
の
政
治
責
任
批
判
、
「
建
白
書
」
の
主
旨
た
る

早
期
民
選
議
院
設
立
の
可
否
に
関
す
る
議
論
、
い
わ
ゆ
る
「
時
期
尚
早
論
」
で
あ
る
。 

第
二
次
論
争
で
は
「
議
会
が
開
設
さ
れ
る
な
ら
ば
誰
に
選
挙
権
・
被
選
挙
権
が
あ
る
べ

き
か
」
が
主
題
と
さ
れ
た
三

。
福
地
源
一
郎
が
主
筆
を
務
め
た
『
東
京
日
日
新
聞
』
と
『
郵

便
報
知
新
聞
』
の
間
で
、
明
治
八
年
三
月
か
ら
約
一
か
月
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
。 

第
一
次
論
争
は
概
ね
明
治
七
年
の
夏
頃
に
は
終
息
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
二
次
論
争
ま

で
に
は
約
半
年
の
期
間
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
間
に
新
聞
上
で
民
選
議
院
論
が
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
個
々
の
民
権
家
や
論
客
に
焦
点
を
当
て
た
研

究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
一
次
論
争
と
二
次
論
争
の
間
に
み
ら
れ
た

民
選
議
院
論
争
を
網
羅
的
に
整
理
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
は

明
治
七
年
を
通
じ
て
、
新
聞
紙
上
で
展
開
さ
れ
た
民
選
議
院
論
争
に
つ
い
て
、
そ
の
論
点

や
展
開
の
整
理
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、「
民
選
議
院
」
の
漢
字
表
記
は
「
選
」・「
撰
」
の
二
つ
が
あ
る
。
板
垣
等
の
建
白

書
に
は
「
撰
」
の
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
当
時
か
ら
こ
の
「
撰
」
の
字
を
「
え

ら
ぶ
」
の
意
味
で
使
用
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
新
聞
上
の
表
記
も
定

ま
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
引
用
資
料
及
び
資
料
名
に
お
い
て
は
資
料
上
の
表
記
の
ま

ま
と
す
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
「
民
選
」
と
表
記
す
る
。 

一
、

第
一
次
民
選
議
院
論
争

（
一
）

建
白
者
た
ち
の
政
治
責
任
を
め
ぐ
っ
て

「
建
白
書
」
に
対
す
る
最
初
の
反
応
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
一
月
二
三
日
付
『
東
京

日
日
新
聞
』
掲
載
の
投
書
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
参
議
た
ち
に
よ
る
「
建
白
書
」
に
対

す
る
反
応
と
し
て
「
感
奮
激
発
」
と
「
疑
惑
攻
撃
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

前
参
議
ソ
ノ
他
数
氏
ノ
建
言
ト
テ
新
聞
ニ
記
ス
ル
ヲ
見
ル
民
撰
議
院
ヲ
上
請
セ
ル
者

ニ
テ
其
論
至
当
ト
ス
其
文
ノ
天
下
ニ
伝
布
ス
ル
必
ズ
感
奮
激
発
ス
ル
者
ア
ル
ヲ
察
セ

リ
又
タ
必
ズ
疑
惑
攻
撃
ス
ル
者
ア
ル
ヲ
察
セ
リ
其
激
発
ス
ル
所
以
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
其
論

ノ
正
シ
キ
ト
且
ツ
志
ヲ
当
世
ニ
得
ザ
ル
者
ニ
便
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
其
攻
撃
ス
ル
所
以
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ヲ
尋
ル
ニ
数
氏
ノ
文
其
在
官
ノ
日
ニ
デ
ル
木
戸
参
議
演
説
書
ノ
如
ク
ナ
ラ
バ
完
然
ト

ス
今
ソ
ノ
免
職
未
ダ
久
シ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
日
ニ
出
ツ
一
也
言
論
痛
快
ト
雖
モ
悄
不
遜
ニ

渉
ル
有
司
ヲ
股
掌
ニ
弄
ス
ル
気
象
ア
リ
二
也
数
人
連
署
ス
三
也
夫
レ
結
党
ハ
因
ヨ
リ

国
家
ノ
大
禁
ナ
リ
四

賛
成
意
見
の
背
景
と
し
て
は
民
選
議
院
設
立
と
い
う
論
の
至
正
性
や
、
現
行
制
度
で
は

立
身
出
世
を
望
め
な
い
人
々
に
と
っ
て
は
希
望
的
な
制
度
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

反
対
す
る
も
の
の
理
論
は
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
建
白
書
」
に
名
を
連
ね
た
前
参
議
等
へ

の
批
判
で
あ
る
。
木
戸
孝
允
の
よ
う
に
在
職
中
に
意
見
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う

も
の
だ
。
二
つ
目
に
「
建
白
書
」
の
書
き
ぶ
り
が
不
遜
で
あ
る
と
い
う
も
の
。
三
つ
目
は

「
建
白
書
」
が
連
署
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
国
家
ノ
大
禁
」
で
あ

る
結
党
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
因
る
も
の
だ
。 

「
建
白
書
」
の
提
出
者
に
明
治
六
年
の
政
変
で
辞
任
し
た
前
参
議
た
ち
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
痛
烈
な
批
判
を
加
え
た
の
が
谷
中
潜
で
あ
る
。 

今
日
本
ノ
事
勢
ト
民
情
ノ
向
背
ト
ヲ
察
シ
以
テ
之
レ
ヲ
考
フ
レ
ニ
民
選
議
院
ノ
設
ノ

ア
ル
十
又
余
年
ノ
長
キ
ニ
非
サ
レ
ハ
行
フ
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
其
故
何
ソ
ヤ
試
ミ
ニ
看

ヨ
我
国
政
ノ
体
タ
ル
ヤ
基
礎
未
タ
全
ク
堅
カ
ラ
ス
遐
陬
僻
遠
朝
旨
ノ
達
セ
サ
ル
或
ハ

之
レ
ア
リ
民
情
ノ
質
タ
ル
猜
疑
心
ニ
根
シ
向
背
常
ナ
ラ
ス
華
士
ノ
禄
未
タ
定
マ
ラ
ス

動
モ
ス
レ
ハ
朝
政
ヲ
誹
謗
ス
ル
モ
ノ
又
或
ハ
之
レ
ア
リ
僻
遠
ノ
小
民
猶
且
恕
ス
ベ
ケ

レ
ト
モ
昨
日
有
司
ニ
シ
テ
事
ヲ
取
リ
身
ハ
人
民
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
貴
重
ナ
ル
モ
今
日
忽

其
職
ヲ
去
レ
ハ
顧
ミ
テ
政
府
ヲ
視
ル
動
モ
ス
レ
ハ
仇
敵

ア

ク

ノ
如
ク
猥
リ
ニ
我
カ
私
情
ヲ

吐
キ
人
心
ヲ
鼓
舞
煽
動
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
安
ソ
遽
カ
ニ
民
選
議
院
ヲ
設
ク
ル
ニ
遑
ア

ラ
ン
ヤ
五

谷
中
は
前
参
議
等
の
よ
う
に
辞
職
し
た
途
端
に
政
府
を
目
の
敵
に
し
、
「
建
白
書
」
に

よ
っ
て
人
々
を
扇
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
が
い
る
現
在
の
よ
う
な
状
態
で
は
民
選

議
院
設
立
は
「
時
期
尚
早
」
で
あ
る
と
建
白
者
た
ち
を
批
判
し
た
。
建
白
者
等
は
、
こ
の

谷
中
の
よ
う
な
、
建
白
の
中
身
そ
の
も
の
よ
り
自
分
た
ち
の
経
歴
や
行
動
を
非
難
す
る
言

説
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
回
答
を
寄
せ
て
い
る
。 

吾
輩
前
日
建
言
ス
ル
所
ノ
民
撰
議
院
ノ
儀
ニ
就
キ
之
ヲ
評
ス
ル
者
ア
リ
曰
旧
参
議
ノ

者
在
官
ノ
日
ハ
則
チ
黙
シ
テ
看
ス
其
一
旦
罷
ラ
ル
ゝ
ニ
及
テ
輙
チ
言
ハ
何
ソ
ヤ
我
輩

之
ニ
応
テ
曰
ク
右
ハ
建
言
副
紙
中
既
ニ
之
ヲ
詳
ニ
セ
リ
復
喋
々
弁
セ
サ
ル
也
但
方
今

人
心
淘
々
上
下
相
疑
フ
ノ
秋
今
一
旦
政
府
天
下
ニ
告
テ
万
民
ノ
公
論
公
議
ヲ
取
ル
コ

ト
ヲ
示
サ
ハ
則
吾
輩
以
爲
ラ
ク
唯
斯
一
令
ニ
シ
テ
天
下
ノ
人
心
定
ル
ヘ
シ
是
レ
吾
輩

今
日
之
ヲ
言
フ
所
以
ノ
者
ナ
リ 

或
又
曰
ク
有
司
専
制
ノ
弊
旧
参
議
在
職
中
ハ
之
レ
無
リ
シ
ヤ
ト
吾
輩
之
ニ
応
ヘ
テ
曰

ク
吾
輩
在
職
中
固
ヨ
リ
之
ヲ
免
カ
レ
ス
是
ニ
由
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
則
将
来
ノ
有
司
亦
応

サ
ニ
之
ヲ
免
レ
サ
ル
ヘ
シ
夫
有
司
専
制
而
シ
テ
止
マ
ス
則
チ
民
何
ヲ
以
テ
堪
ン
民
不

堪
ト
キ
ハ
則
チ
国
何
ヲ
以
テ
独
リ
其
安
キ
ヲ
保
ン
乎
是
吾
輩
自
ラ
斯
弊
ヲ
直
言
ニ
シ

テ
復
是
忌
ム
コ
ト
能
ハ
サ
ル
者
也
六

ま
ず
、
在
官
中
に
は
黙
っ
て
い
て
辞
職
後
に
民
選
議
院
設
立
を
主
張
し
始
め
た
経
緯
に

つ
い
て
は
、
建
白
書
に
既
に
書
い
て
あ
る
と
い
う
。
建
白
書
中
に
は
民
選
議
院
設
立
の
要

求
は
「
平
生
ノ
自
論
」
で
あ
り
、
建
言
す
る
者
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
決
定
は
岩
倉
使
節
団

の
帰
国
を
待
っ
て
い
た
の
だ
と
す
る
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
帰
国
後
数
か
月
経

っ
て
も
動
き
が
な
く
、
人
々
が
「
上
下
相
疑
」
う
状
況
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
憂
う
べ
き

こ
の
状
態
は
、
政
府
が
公
論
公
議
を
重
視
す
る
と
表
明
す
れ
ば
収
ま
る
も
の
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
建
白
を
行
っ
た
の
だ
と
い
う
。 

次
に
有
司
専
制
の
弊
害
は
前
参
議
在
職
中
に
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
と
確
か
に
そ

う
で
は
な
い
。
自
分
た
ち
も
そ
の
弊
害
を
免
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
将
来
の
有
司
も
免
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
有
司
専
制
を
止
め
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た
次
第
だ
と

説
明
し
て
い
る
。 

そ
の
後
、
二
月
八
日
『
日
新
真
事
誌
』
論
説
に
て
、
論
じ
る
べ
き
は
「
民
撰
議
院
設
立
」

の
可
否
で
あ
る
の
で
、
建
白
者
の
進
退
に
関
す
る
批
判
は
今
後
掲
載
し
な
い
旨
が
宣
言
さ

れ
、
以
降
建
白
者
た
ち
の
政
治
責
任
を
追
及
す
る
投
書
の
掲
載
数
は
減
少
し
た
。 

（
二
）

時
期
尚
早
論

『
自
由
党
史
』
で
は
、
こ
う
し
た
建
白
者
た
ち
の
政
治
責
任
批
判
に
は
触
れ
ず
、
「
先

づ
之
に
対
し
て
異
議
を
挟
み
し
者
は
、
当
時
独
逸
学
者
の
翹
楚
と
称
せ
ら
れ
、
宮
内
省
四
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等
出
仕
の
官
に
在
り
し
加
藤
弘
之
な
り
と
す
」
と
し
て
『
日
新
真
事
誌
』
二
月
三
日
掲
載

の
加
藤
弘
之
「
疑
問
」
を
論
争
の
出
発
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。 

僕
高
論
ニ
於
テ
疑
問
ナ
キ
能
ハ
ス
ト
雖
モ
亦
大
ニ
之
ヲ
喜
フ
所
以
ナ
リ
因
テ
考
フ
ル

ニ
方
今
政
府
ハ
姑
ク
特
裁
ノ
政
ヲ
施
サ
ゝ
ヲ
得
ス
ト
雖
モ
元
来
民
ノ
為
メ
ニ
政
府
ア

リ
テ
政
府
ノ
為
メ
ニ
民
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ノ
真
理
ヲ
忘
失
ス
ル
ナ
ク
偏
ニ
非
的
利
ノ

公
心
ヲ
以
テ
自
ラ
政
権
を
限
制
シ
務
メ
テ
民
ノ
私
権
ヲ
伸
張
セ
シ
メ
言
路
ヲ
洞
開
シ

教
育
ヲ
勧
励
シ
以
テ
吾
邦
ヲ
シ
テ
速
ニ
開
化
国
ト
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
且
ツ
閣
下
等

ノ
論
ニ
由
テ
考
フ
ル
ニ
今
既
ニ
某
二
三
県
ニ
於
テ
為
セ
シ
カ
如
ク
姑
ク
府
県
ニ
テ
士

族
并
ニ
平
民
ノ
上
中
等
辺
ヨ
リ
選
挙
ヲ
以
テ
府
県
内
ニ
小
議
院
ヲ
設
立
シ
唯
其
府
県

内
ノ
事
ヲ
商
議
セ
シ
ム
ル
ノ
擧
ア
ラ
ハ
如
何
但
シ
議
定
ヲ
取
捨
ス
ル
ハ
姑
キ
功
益
ア

ル
ヤ
否
或
ハ
却
テ
害
ア
ル
ヘ
キ
ヤ
僕
未
タ
之
ヲ
考
定
ス
ル
能
ハ
ス
閣
下
等
并
ニ
大
方

君
子
ノ
高
論
ヲ
俟
ツ
七 

 

こ
こ
で
加
藤
は
、
民
選
議
院
設
立
を
求
め
る
建
白
そ
の
も
の
は
喜
ば
し
い
と
し
つ
つ
、

日
本
社
会
は
未
だ
民
撰
議
院
設
立
に
足
る
だ
け
の
開
明
の
域
に
は
進
ん
で
い
な
い
と
し

て
「
時
期
尚
早
」
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
選
挙
権
を
士
族
や
上
中
等
の
平
民
に

限
っ
た
、
府
県
規
模
で
の
小
議
院
設
立
を
提
案
し
た
。
加
藤
の
「
疑
問
」
に
対
し
て
、
板

垣
・
後
藤
・
副
島
の
連
署
で
「
対
問
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
同
月
二
〇
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。 

  
 

今
夫
レ
斯
議
院
ヲ
立
ル
モ
亦
遽
カ
ニ
人
民
其
名
代
人
ヲ
擇
ブ
ノ
権
利
ヲ
一
般
ニ
セ

ン
ト
云
フ
ニ
ハ
非
ス
士
族
及
ヒ
豪
家
ノ
農
商
等
ヲ
シ
テ
独
リ
姑
ラ
ク
此
ノ
権
利
ヲ
保

有
シ
得
セ
シ
メ
ン
而
已
是
ノ
士
族
農
商
等
ハ
即
チ
前
日
彼
ノ
首
唱
ノ
義
士
維
新
ノ
功

臣
ヲ
出
セ
シ
者
ナ
リ
抑
モ
吾
輩
ノ
左
院
ニ
建
言
セ
シ
ヨ
リ
世
ノ
之
ヲ
評
論
シ
テ
以
テ

新
聞
紙
ニ
投
書
ス
ル
者
亦
タ
尠
ナ
シ
ト
セ
ズ
然
ル
ニ
未
タ
曾
テ
一
人
ノ
斯
議
院
ノ
設

立
ヲ
以
テ
非
ト
ス
ル
者
ヲ
見
ズ
其
可
否
ス
ル
所
ロ
徒
ニ
吾
輩
身
上
ノ
事
ニ
止
ル
耳
是

ニ
由
テ
之
ヲ
観
レ
ハ
亦
タ
右
三
要
件
ノ
我
人
民
ニ
存
在
セ
ル
ノ
一
班
ヲ
窺
フ
可
シ
八 

 

板
垣
等
は
加
藤
の
提
案
す
る
府
県
政
を
議
論
の
対
象
と
す
る
小
議
院
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
国
政
に
関
わ
る
大
議
院
の
設
立
を
主
張
す
る
の
だ
が
、
「
時
期
尚
早
」
と
の
懸
念
に

対
し
て
選
挙
権
は
す
べ
て
の
人
に
与
え
る
も
の
で
は
な
く
「
士
族
及
ヒ
豪
家
ノ
農
商
等
」

に
限
る
の
で
問
題
は
な
い
と
答
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
民
が
未
開
で
あ
る
の
で
「
士
族

并
ニ
平
民
ノ
上
中
等
辺
」
に
選
挙
権
を
限
っ
た
小
議
院
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
と
言
う
加

藤
と
制
限
選
挙
を
主
張
し
て
い
る
点
で
は
同
じ
な
の
で
あ
る
。
人
民
の
開
化
の
た
め
に
は

民
選
議
院
が
必
要
で
あ
る
と
い
い
な
が
ら
、
選
挙
権
は
既
に
開
化
の
域
に
達
し
て
い
る

人
々
に
限
る
と
い
う
自
家
撞
着
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
九

。 

加
藤
の
唱
え
た
時
期
尚
早
論
に
対
し
て
、
よ
り
理
論
的
に
反
論
し
早
期
国
会
設
立
を
訴

え
た
の
は
馬
城
台
二
郎
（
大
井
憲
太
郎
）
で
あ
っ
た
。
大
井
は
、
加
藤
の
意
見
を
「
不
急

ノ
民
選
議
院
」
設
置
に
よ
る
弊
害
を
論
じ
、
先
に
「
持
重
鋭
ヲ
養
ヒ
人
材
ヲ
教
育
」
す
る

必
要
が
あ
る
と
説
い
た
も
の
と
し
、
「
人
材
教
育
ノ
論
」
に
は
同
意
す
る
が
民
選
議
院
の

設
置
に
関
し
て
自
分
の
考
え
は
違
う
、
と
前
置
き
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
な
自
論
を
述
べ

た
。 

  

人
民
開
智
ノ
日
ヲ
待
テ
之
ヲ
起
サ
ハ
遂
ニ
其
間
有
司
専
制
ノ
弊
尚
相
継
キ
恐
ク
ハ
士

民
政
令
ヲ
信
ゼ
ズ
政
令
ヲ
信
ゼ
ザ
レ
バ
即
チ
人
民
之
ニ
服
サ
ゞ
ル
ノ
弊
ナ
キ
ヲ
得
ズ

故
ニ
曰
ク
民
選
議
院
ヲ
起
サ
バ
仮
令
其
論
取
ル
ニ
足
ラ
ズ
ト
雖
モ
士
民
ヲ
シ
テ
親
シ

ク
其
議
ニ
預
ラ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
士
民
安
ジ
テ
其
令
ヲ
信
ジ
其
令
ニ
服
ス
可
シ
士
民
其

令
ニ
服
セ
バ
国
以
テ
安
シ
即
チ
所
謂
人
民
自
カ
ラ
制
定
シ
テ
自
カ
ラ
守
ル
所
以
ナ
リ

故
ニ
曰
ク
必
ズ
人
民
ニ
議
ス
ル
ヲ
以
テ
非
ナ
リ
ト
セ
ズ
一
〇 

  

民
選
議
院
を
人
民
の
開
化
を
待
っ
て
か
ら
設
立
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
間
に
有
司
専
制

が
続
く
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
政
治
参
加
を
許
さ
れ
て
い
な
い
人
々
は
政
令
を
不
信
に

思
い
、
こ
れ
に
従
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
た
と
え
「
取
ル
ニ
足
ラ
ズ
」
の
論
で

あ
る
と
し
て
も
政
令
の
制
定
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
大

井
は
、
選
挙
権
の
制
限
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
て
、
加
藤
は
板
垣
等
建
白
者
に
よ
る
反
駁
へ
は
返
答
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

『
自
由
党
史
』
で
は
建
白
者
等
の
「
論
理
の
痛
快
明
晰
」
で
あ
る
た
め
に
「
加
藤
遂
に
之

に
再
駁
す
る
能
は
ず
」
と
の
勝
利
宣
言
が
成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
加
藤
は
大
井
や
平

地
公
作
か
ら
の
疑
問
に
対
し
て
は
答
議
を
行
っ
た
。
加
藤
と
大
井
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論

争
の
子
細
や
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
既
に
多
く
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る

た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
比
較
的
早
い
段
階
で
、
民
選
議
院
論
争
は

建
白
者
た
ち
の
手
を
離
れ
第
三
者
間
の
論
争
へ
と
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 
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二
、 

地
方
官
会
議
と
民
選
議
院 

（
一
） 

代
議
人
の
資
格 

 

明
治
七
年
五
月
二
日
、
地
方
官
会
議
の
議
院
憲
法
及
び
議
院
規
則
が
通
達
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
明
治
六
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
地
方
官
会
同
の
閉
会
に
際
し
て

三
条
実
美
が
同
会
を
毎
年
開
催
す
る
と
予
告
し
た
こ
と
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
地
方
官
会
議
と
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
各
地
方
長
官
を
召
集
し
、
議
事
を
行
う

も
の
と
さ
れ
た
。
議
院
憲
法
の
勅
文
で
は
、
地
方
官
会
議
は
五
箇
条
の
御
誓
文
に
基
づ
く

立
憲
政
体
の
樹
立
に
向
け
た
漸
次
的
な
処
置
で
あ
り
、
「
全
国
の
人
民
」
に
「
国
家
ノ
重

ヲ
担
任
ス
ヘ
キ
ノ
義
務
」
が
あ
る
こ
と
を
周
知
さ
せ
る
た
め
の
一
政
策
だ
と
記
さ
れ
て
い

る
一
一

。
地
方
官
会
議
は
「
人
民
」
の
「
代
議
人
」
に
よ
る
話
し
合
い
の
場
、
即
ち
民
選
議

院
設
立
の
前
段
階
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
地
方
官
会
議
の
在
り
方
を
巡
っ
て
議
論
が
巻
き
起
こ
る
の
だ
が
、
そ

の
早
い
例
と
し
て
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
依
田
学
海
の
建
議
が
挙
げ
ら
れ

る
。
同
建
議
中
で
依
田
は
民
情
と
官
吏
と
の
隔
絶
を
指
摘
し
、
公
議
を
伸
張
し
よ
う
と
す

る
の
で
あ
れ
ば
「
民
心
を
探
り
民
情
を
察
」
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

「
地
方
官
一
人
の
私
説
」
で
あ
っ
て
公
議
で
は
な
い
と
説
い
た
。 

  

曏
者
会
議
所
よ
り
建
議
し
て
府
下
各
区
の
議
人
を
集
め
て
会
議
を
起
さ
ん
こ
と
を
謂

へ
り
然
る
に
未
た
允
許
を
蒙
ら
ず
盖
し
当
今
の
時
態
猶
そ
の
機
会
に
至
ら
ざ
る
を
以

て
事
を
速
か
に
せ
ば
反
て
害
あ
る
と
の
説
に
よ
り
て
な
る
べ
し
然
る
に
今
般
勅
文
に

據
れ
ば
地
方
の
長
官
人
民
に
代
る
と
の
事
あ
れ
ば
勢
ひ
人
民
の
会
議
を
起
さ
ゞ
れ
ハ

民
心
の
在
る
処
を
知
り
難
く
民
情
の
赴
く
所
を
察
し
難
し
伏
て
請
ふ
断
然
俗
論
を
排

斥
し
て
各
区
代
議
人
集
会
を
許
可
せ
ら
れ
地
方
官
会
議
の
時
に
当
り
事
若
し
人
民
の

利
害
に
係
ら
ば
必
ず
代
議
人
の
公
議
を
採
り
更
に
長
官
の
説
を
斟
酌
し
て
発
議
あ
ら

ん
こ
と
を
一
二 

 

当
時
、
依
田
は
会
議
所
の
公
選
化
に
向
け
た
活
動
を
し
て
お
り
、
一
月
に
も
東
京
府
庁

へ
会
議
所
改
革
の
建
議
を
行
っ
て
い
た
。
右
の
建
議
は
、
会
議
所
の
公
選
化
が
進
ま
な
い

な
か
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
地
方
官
会
議
勅
文
へ
の
不
満
を
感
じ
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
一
三

。 

ま
た
、
『
日
新
真
事
誌
』
で
も
同
様
に
、
会
議
が
官
吏
で
は
な
く
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば

れ
た
代
議
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
望
む
旨
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。 

  

今
日
本
政
府
ニ
於
テ
地
方
会
議
院
ノ
設
ケ
ア
ル
ハ
実
ニ
吾
人
ノ
企
望
ス
ル
処
ナ
リ
然

リ
ト
雖
ト
モ
此
議
院
ノ
設
ケ
ア
ル
国
民
国
事
ニ
ツ
イ
テ
或
ハ
可
ト
シ
或
ハ
不
可
ト
シ

或
ハ
楽
ミ
或
ハ
歎
ク
コ
ト
ア
ル
ト
モ
政
府
ニ
於
テ
ハ
之
レ
ニ
留
意
ス
ル
ナ
ク
又
ハ
会

議
当
リ
府
県
ノ
知
事
令
参
事
ヲ
シ
テ
人
民
ノ
代
議
人
ト
ナ
シ
国
事
ヲ
商
シ
人
民
ヲ
シ

テ
更
ニ
其
会
議
ニ
臨
マ
シ
メ
サ
ル
等
渾
テ
民
選
議
院
ノ
主
意
ニ
非
サ
ル
也
一
四 

 

地
方
官
会
議
の
開
催
は
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
が
発
表
し
た
議
院
の
在
り
方

は
決
し
て
「
民
選
議
院
ノ
主
意
」
に
則
っ
た
も
の
で
は
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
前
述

の
と
お
り
、
こ
の
地
方
官
会
議
で
は
各
府
県
知
事
や
参
事
な
ど
の
官
吏
が
「
人
民
ノ
代
議

人
」
と
し
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
の
人
々
は
会
議
に
参
加
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。 

ま
た
、
大
井
は
地
方
官
を
代
議
人
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
立
法
権
と
行
政
権
の
分
立

の
観
点
か
ら
異
を
唱
え
て
い
る
。 

  

行
法
有
司
（
即
チ
宰
相
地
方
官
）
ノ
会
議
タ
ル
モ
ノ
ハ
全
ク
立
法
官
ト
混
淆
ス
可
カ
ラ

サ
ル
ハ
方
今
ノ
定
論
ニ
シ
テ
今
更
贅
言
ヲ
要
セ
ス
然
ラ
ハ
則
チ
立
法
議
員
タ
ル
可
キ

全
国
人
民
ノ
代
議
士
ト
ナ
ス
ニ
行
法
有
司
ヲ
以
テ
シ
之
ニ
由
テ
以
テ
人
民
ノ
権
利
を

害
傷
セ
ス
民
間
ノ
利
害
ニ
恰
当
ナ
ル
制
度
を
創
定
セ
ン
ト
ス
ル
恐
ラ
ク
ハ
基
本
ヲ
失

ス
ル
所
ア
ラ
ン
カ
一
五 

 

大
井
は
予
て
か
ら
三
権
分
立
の
確
立
と
民
選
議
院
設
立
の
必
要
性
を
併
せ
て
主
張
し

て
お
り
一
六

、
地
方
官
会
議
に
対
し
て
も
行
政
官
で
あ
る
地
方
官
（
有
司
）
と
立
法
議
員
で

あ
る
べ
き
「
全
国
人
民
ノ
代
議
士
」
を
混
合
し
て
は
な
ら
な
い
と
指
摘
し
た
。 

一
方
で
、
建
白
書
同
様
、
地
方
官
会
議
の
民
会
化
要
求
に
も
ま
た
反
対
意
見
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
『
郵
便
報
知
新
聞
』
五
月
一
四
日
投
書
で
は
、
依
田
の
建
議
に
対
す
る
批
判

が
掲
載
さ
れ
た
。 

 
 

 

若
し
依
田
氏
云
ふ
所
の
如
く
上
下
分
離
し
て
異
情
あ
ら
ん
に
ハ
何
を
以
て
地
方
長
官
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た
る
の
重
任
を
負
担
せ
ん
や
何
を
以
て
安
民
治
業
の
術
を
施
し
得
ん
や
往
々
各
県
下

人
民
動
揺
す
る
あ
り
と
雖
も
是
皆
な
旧
弊
に
固
着
し
一
已
一
夫
の
私
情
に
出
る
な
り

又
依
田
氏
の
云
ふ
所
も
私
意
偏
見
を
免
か
れ
ざ
る
の
と
大
に
誤
り
な
ら
ず
一
七

投
書
を
寄
せ
た
吉
浦
某
は
、
そ
も
そ
も
依
田
の
主
張
す
る
よ
う
な
官
民
「
上
下
分
離
」

は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
地
方
長
官
が
平
日
政
治
を
行
う
に
あ
た
っ
て
民
心
の

同
意
は
必
要
な
い
が
、
人
民
の
代
議
人
に
な
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
「
民
心
を
探
り
民

情
を
察
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
依
田
の
説
に
対
し
て
、
そ
も
そ
も
「
上
下
分
離
」
し

て
民
情
を
理
解
し
て
い
な
い
状
態
で
は
地
方
長
官
の
責
務
は
果
た
せ
な
い
と
反
駁
し
た
。

更
に
は
、
「
天
下
平
等
の
公
政
」
を
行
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
人
民
が
各
々
の
立
場
か

ら
苦
情
を
唱
え
る
の
は
「
人
智
未
開
」
の
た
め
で
あ
る
と
さ
え
い
う
。
つ
ま
り
、
人
民
に

正
し
く
政
治
を
判
断
す
る
能
力
が
未
だ
な
い
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
地
方
長
官
を
も
っ

て
代
議
人
足
り
得
る
と
の
見
解
で
あ
り
、
こ
れ
は
時
期
尚
早
論
と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
る

だ
ろ
う
。 

（
二
）

民
会
の
試
み

ま
た
、
地
方
官
会
議
の
民
会
化
を
巡
っ
て
、
民
選
に
よ
る
代
議
人
の
選
定
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
「
人
民
の
代
議
人
」
に
な
ろ
う
と
試
み
た
地
方
長
官
が
い
た
。
当
時
、
兵
庫

県
令
を
務
め
て
い
た
神
田
考
平
で
あ
る
。 

告 

示 

此
度
於
政
府
会
議
御
開
有
之
諸
民
之
代
議
人
と
し
て
地
方
長
官
被
召
寄
律
法
御
確
定

可
相
成
旨
御
沙
汰
有
之
候
に
付
て
ハ
追
て
期
日
被 

仰
出
次
第
拙
者
出
京
可
致
義
に

有
之
候
抑
諸
民
代
議
の
職
掌
ハ
聚
衆
の
名
代
と
し
て
其
存
意
を
上
申
し
又
政
府
よ
り

御
下
問
有
之
節
ハ
同
様
明
代
と
し
て
答
議
を
奉
り
以
て
公
裁
を
拜
載
可
致
儀
に
有
之

候
就
て
ハ
第
一
衆
庶
之
存
意
と
拙
者
之
見
込
と
の
間
に
相
違
之
廉
有
之
候
て
ハ
難
相

務
職
掌
に
候
間
右
様
行
違
の
儀
無
之
様
出
京
前
に
管
下
一
同
の
見
込
を
篤
と
承
知
存

候
尤
従
來
御
布
告
御
規
則
を
始
と
し
て
上
ハ
御
國
体
之
大
事
よ
り
下
ハ
民
間
雑
則
之

細
件
に
至
る
ま
で
苟
も
御
国
法
之
関
係
の
筋
ハ
何
事
に
よ
ら
す
熟
考
致
し
或
ハ
廃
止

相
成
度
廉
或
ハ
改
正
増
補
有
之
度
廉
或
ハ
新
規
確
定
有
之
度
廉
等
心
付
次
第
聊
無
忌

憚
夫
〻
見
込
を
立
早
速
可
申
出
候
出
京
期
日
の
儀
ハ
元
よ
り
難
相
分
候
得
共
多
分
暑

中
過
と
相
察
候
間
夫
ま
で
に
取
揃
一
応
県
会
に
て
取
調
整
頓
之
上
致
持
参
候
方
可
然

と
存
候
其
心
得
を
以
て
暑
中
限
に
差
出
候
様
心
懸
可
申
此
段
相
達
候
也 

明
治
七
年
五
月
廿
八
日 

兵
庫
県
令
神
田
考
平
一
八

神
田
は
地
方
官
会
議
の
開
催
を
見
据
え
、
県
下
人
民
に
対
し
大
小
関
わ
ら
ず
国
法
に
関

す
る
意
見
が
あ
れ
ば
提
出
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
方
官
会
議
で
県
令
が

人
民
の
代
議
人
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
神
田
は
、
自
身
が
代
議
人
と
し
て

政
府
に
対
す
る
上
申
や
答
議
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、「
衆
庶
之
存
意
」
と
「
拙
者
之
見
込
」

に
相
違
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

『
日
新
真
事
誌
』
は
同
告
示
を
神
田
が
民
意
に
悖
る
こ
と
を
恐
れ
「
代
議
ノ
名
称
ニ
適

当
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
」
し
て
通
達
し
た
も
の
と
紹
介
し
、
他
の
地
方
長
官
も
こ
れ
に
倣
え
ば

民
意
を
反
映
し
た
代
議
士
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、
と
評
価
し
た
一
九

。 

と
こ
ろ
が
結
局
、
台
湾
出
兵
の
影
響
を
う
け
明
治
七
年
度
の
地
方
官
会
議
開
催
は
見
送

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
一
時
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
方
官
会
議
の
民
会

化
や
議
院
憲
法
改
正
に
関
す
る
議
論
も
立
ち
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。 

三
、
民
選
議
院
論
の
再
興

（
一
）

民
選
議
院
の
要
求

第
一
次
民
選
議
院
論
争
は
概
ね
明
治
七
年
の
夏
頃
に
収
束
し
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。

実
際
、
七
月
頃
に
は
雑
誌
・
新
聞
上
で
「
民
撰
議
院
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
一
〇
月
に
は
、
議
論
の
停
滞
を
指
摘
す
る
次
の
よ
う
な
投
書
も
見
ら
れ

た
。 旧

参
議
諸
公
民
撰
議
院
の
説
一
た
ひ
出
て
よ
り
之
を
論
す
る
者
絶
さ
り
し
も
政
府
地

方
官
会
議
の
令
を
発
し
て
之
を
糊
塗
し
更
に
台
湾
の
事
起
て
人
心
測
注
す
る
に
依
て

政
府
民
撰
議
院
の
危
険
を
逃
れ
明
確
精
当
立
花
君
の
如
き
弁
論
鋭
頴
人
を
し
て
凛
乎

と
し
て
慄
し
め
し
も
寂
と
し
て
音
無
に
至
れ
り
天
の
人
民
を
助
け
さ
る
歎
慨
に
耐
さ
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る
也
国
家
の
不
幸
此
よ
り
甚
と
す
る
ハ
な
し
二
〇 

 
政
府
は
、
板
垣
等
の
「
民
撰
議
院
設
立
建
白
」
に
よ
っ
て
興
隆
し
た
民
選
議
院
設
立
要

求
を
地
方
官
会
議
を
公
議
の
場
と
す
る
こ
と
で
誤
魔
化
し
た
。
更
に
は
台
湾
出
兵
に
よ
っ

て
、
人
々
の
関
心
が
台
湾
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
で
、
民
選
議
院
に
関
す
る
議
論
は
す
っ
か

り
下
火
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
実
際
に
紙
面
を
捲
っ
て
い
く
と
、
確
か
に
七
月
に
は
一
度
落
ち
ん
だ
民
選
議

院
に
関
す
る
投
書
・
記
事
数
が
、
八
・
九
月
に
か
け
て
再
び
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
特
に
八
月
の
民
選
議
院
論
争
で
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
「
立
花
光
臣
」
の
名
義

で
筆
を
執
っ
た
古
沢
滋
で
あ
る
。
古
沢
に
よ
る
民
選
議
院
論
の
一
つ
を
見
て
み
よ
う
。 

 
 

 

我
帝
国
今
日
ノ
情
態
ハ
彼
前
参
議
氏
等
ノ
答
弁
ニ
モ
論
セ
シ
如
ク
我
カ 

天
皇
陛
下

ノ
春
秋
尚
ホ
弱
ク
シ
テ
未
タ
彼
ノ
普
王
魯
帝
等
ノ
比
ニ
至
リ
玉
ハ
サ
ル
コ
ト
ヲ
故
ニ

今
マ
我
々
復
タ
此
ノ
役
ヲ
推
シ
テ
之
ヲ
彼
ノ
民
撰
議
院
ニ
付
ス
ル
欧
米
文
明
諸
邦
ノ

制
度
ニ
倣
フ
ヲ
以
テ
独
リ
能
ク
今
日
ノ
急
ニ
応
シ
ソ
ウ
シ
テ
我
政
府
ノ
欠
ヲ
補
フ
者

ト
為
ス
ア
ル
而
巳
是
ノ
故
ニ
我
政
府
上
ニ
責
任
ノ
二
字
ヲ
着
シ
得
ヘ
キ
者
ハ
独
リ
斯

ノ
議
院
ヲ
設
立
ス
ル
ニ
在
ル
耳
二
一 

 

 

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
「
責
任
」
の
所
在
で
あ
る
。
古
沢
は
、
現
行
政
府
の

欠
点
は
「
責
任
」
を
欠
く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
断
じ
、
「
我
政
府
上
斯
ノ
責
任
ノ
二
字
ヲ
欠

ク
ノ
弊
及
ヒ
斯
ノ
二
字
ヲ
強
ク
シ
之
ヲ
效
セ
ン
ト
欲
ス
必
ス
彼
ノ
民
撰
議
院
ヲ
置
カ
ネ

ハ
ナ
ラ
ヌ
」
と
政
府
の
「
責
任
」
を
強
く
す
る
た
め
に
も
民
選
議
院
が
必
要
で
あ
る
と
の

論
を
展
開
し
て
い
る
。 

 

古
沢
の
民
選
議
院
論
に
対
し
、
ま
ず
九
月
三
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
投
書
に
、
天
山
遁

者
の
異
論
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
天
山
は
古
沢
の
説
は
民
選
議
院
を
弾
正
台
や
御
目
付
の

よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
指
摘
し
、
こ
れ
で
は
却
っ
て
大
臣
の
責
任
は
軽
く
な
っ

て
し
ま
う
と
難
じ
た
。
天
山
の
議
論
に
反
論
し
た
の
は
大
井
憲
太
郎
で
あ
っ
た
。
責
任
や

権
威
は
個
人
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
天
山
に
対
し
、
大
井
は
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で

法
律
に
よ
っ
て
規
定
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。 

ま
た
、
古
沢
は
続
い
て
「
専
裁
擅
制
」
を
発
表
。
「
専
裁
擅
制
」
と
は
勝
手
次
第
の
意

で
あ
る
と
い
い
、
現
今
政
府
は
こ
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
と
し
有
司
専
制
を
批
判
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
時
期
に
は
政
府
の
現
状
や
弊
害
を
説
き
、
こ
れ
を
脱
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
民
選
議
院
設
立
を
主
張
す
る
言
説
が
多
く
見
ら
れ
る
。 

 

（
二
） 

台
湾
出
兵
と
輿
論 

  

ま
た
、
こ
の
頃
に
み
ら
れ
た
民
選
議
院
論
の
盛
り
上
が
り
か
ら
は
、
台
湾
出
兵
と
そ
の

事
後
処
理
を
巡
る
政
府
対
応
へ
の
不
満
が
感
じ
ら
れ
る
。
尤
も
、
建
白
書
を
提
出
し
た
前

参
議
等
の
辞
任
は
征
韓
論
争
に
敗
れ
た
こ
と
を
契
機
と
す
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
思
え

ば
外
征
論
と
民
選
議
院
論
と
が
重
な
る
こ
と
は
さ
し
て
不
思
議
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
九
月
七
日
『
郵
便
報
知
新
聞
』
投
書
で
は
、
福
地
源
一
郎
が
「
民
選
議
院
の
建
白
」

を
「
我
日
本
の
大
政
府
に
向
か
て
ハ
掣
肘
の
弊
を
与
へ
、
我
日
本
の
人
民
に
向
て
は
抵
抗

の
害
を
醸
さ
し
め
た
る
大
禍
本
」
と
批
難
し
、
そ
の
「
毒
」
は
外
征
に
も
及
ん
で
い
る
と

指
摘
し
て
い
る
二
二

。 

簡
単
に
台
湾
出
兵
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
明
治
四
年
、
台
湾
に
漂
着
し
た
琉
球

民
殺
害
事
件
を
契
機
に
日
本
国
内
で
は
征
台
論
が
高
ま
っ
て
い
た
。
明
治
七
年
四
月
、
日

本
政
府
に
よ
る
出
兵
準
備
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
、
英
・
米
公
使
が
こ
れ
に
反
対
。
政
府

は
出
兵
中
止
を
決
定
し
た
も
の
の
、
五
月
に
西
郷
從
道
が
台
湾
出
兵
を
強
行
す
る
。
七
月

に
は
台
湾
か
ら
撤
兵
は
せ
ず
、
清
国
と
交
渉
す
る
旨
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
翌
八
月
、
交

渉
の
た
め
大
久
保
利
通
が
日
本
を
出
発
し
て
い
る
。
九
月
に
始
ま
っ
た
清
国
と
の
交
渉
が

終
わ
り
、
互
換
条
款
が
調
印
さ
れ
た
の
は
一
〇
月
三
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

清
国
と
の
交
渉
が
続
く
一
〇
月
二
七
日
、
『
日
新
真
事
誌
』
に
民
選
議
院
設
立
を
日
本

の
急
務
と
す
る
投
書
が
掲
載
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

前
参
議
民
撰
議
院
ノ
建
論
ヨ
リ
四
方
ノ
論
客
相
続
キ
テ
起
リ
討
論
反
覆
至
レ
リ
尽

セ
リ
然
レ
ト
モ
唯
其
要
員
ハ
是
ヲ
起
ス
事
ノ
遅
速
ヲ
云
ノ
ミ
未
嘗
テ
民
撰
議
院
ヲ
以

不
可
ト
ナ
ス
者
ヲ
不
見
是
素
リ
万
古
不
抜
ノ
公
論
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
予
ヤ
屡
諸
賢
ノ
明

論
ニ
ヨ
リ
且
ハ
時
勢
ノ
変
動
ヲ
見
テ
其
実
際
上
ニ
於
テ
聊
発
明
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ア
リ

其
基
ツ
ク
所
ハ
唯
実
力
ト
名
目
ト
ノ
二
ツ
而
已
請
フ
其
名
実
ヲ
論
セ
ン
（
中
略
）
奈
何

ト
ナ
レ
ハ
方
今
支
那
交
際
上
ニ
於
テ
全
権
大
臣
ノ
談
判
実
ニ
不
容
易
大
事
件
ニ
シ
テ

弘
安
以
来
ノ
国
難
上
ハ 

宝
祚
ノ
安
危
ニ
関
シ
下
ハ
国
民
ノ
浮
沈
ニ
係
ル
苟
モ
愛
国

慷
慨
ノ
志
ア
ラ
ン
者
ハ
憤
厲
切
歯
各
其
ノ
分
ヲ
尽
サ
ス
ン
ハ
有
ヘ
カ
ラ
ス
文
人
ハ
議
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ヲ
建
テ
武
士
ハ
勇
ヲ
張
リ
富
者
ハ
資
ヲ
出
シ
力
士
ハ
労
ヲ
勤
メ
同
心
協
力
勉
厲
セ
サ

ル
ヘ
ケ
ン
ヤ
此
時
ニ
当
テ
民
撰
議
院
ヲ
以
実
ニ
今
日
ノ
急
務
ト
ナ
ス
二
三 

 
 

投
書
は
、
板
垣
等
前
参
議
等
の
建
白
以
来
、
方
々
か
ら
起
こ
っ
た
民
選
議
院
論
に
つ
い

て
、
様
々
な
意
見
が
あ
れ
ど
も
結
局
は
設
立
時
期
の
遅
速
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
民

選
議
院
の
必
要
性
を
否
定
す
る
者
は
い
な
い
と
断
じ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
今
日
の
台
湾

出
兵
を
巡
る
清
国
と
の
交
渉
に
触
れ
、
弘
安
の
役
（
蒙
古
襲
来
）
以
来
の
国
難
で
あ
る
と
、

そ
の
不
手
際
を
非
難
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
難
の
時
に
こ
そ
、
人
々
が
一
致
団
結
し
力

を
尽
く
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
唱
え
、
そ
の
た
め
に
も
民
選
議
院
設
立
は
急
務
で
あ
る
と

主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。 

地
方
官
会
議
の
民
会
化
を
望
む
声
の
な
か
に
も
上
下
隔
絶
の
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
台
湾

出
兵
の
よ
う
な
外
交
問
題
が
発
生
し
た
際
に
は
よ
り
喫
緊
の
課
題
と
し
て
日
本
国
内
の

上
下
統
一
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
人
々
が
政
治
を
自
分
事
と
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
、
政
府
に
も
公
論
を
酌
み
と
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
の
方
法

は
民
選
議
院
の
他
な
い
、
と
い
う
わ
け
だ
。 

 

（
三
） 

自
由
議
院
論
争 

 
 明

治
七
年
一
一
月
二
九
日
、
前
参
議
等
の
建
白
以
来
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
民
選
議
院
論
に

つ
い
て
「
徒
に
そ
れ
雄
弁
を
奮
て
議
院
の
立
可
き
所
以
を
論
す
る
ま
で
に
て
更
に
実
地
の

論
に
及
ば
ず
」
二
四

と
、
民
選
議
院
が
ど
う
し
て
必
要
で
あ
る
か
や
、
そ
の
功
能
ば
か
り
を

説
く
の
で
は
な
く
、
実
務
実
際
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す

る
投
書
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
に
前
後
し
、
新
聞
紙
上
で
は
民
選
議
院
論
や
政
体
論
な
ど
、

民
選
議
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
じ
る
投
書
や
社
説
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し

た
中
で
現
れ
た
の
が
、
島
田
三
郎
の
「
自
由
議
院
論
」
で
あ
る
二
五

。 

島
田
は
、
『
横
浜
毎
日
新
聞
』
に
掲
載
し
た
論
説
「
民
撰
議
院
餘
説
」
や
「
自
由
議
院

之
案
」
で
段
階
的
な
民
選
議
院
設
立
を
唱
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
自
由
議
院
之
案
」
で

は
、
現
今
日
本
の
社
会
状
況
で
選
挙
を
行
え
ば
、
士
族
は
士
族
へ
、
平
民
は
平
民
へ
と
投

票
す
る
。
そ
れ
で
は
数
の
差
か
ら
「
民
撰
議
院
」
は
「
名
主
庄
屋
議
院
」
に
な
っ
て
し
ま

う
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
今
日
ノ
民
撰
議
院
ハ
愚
論
ノ
集
会
所
ヲ
設
ル
而
已
」

で
あ
る
と
し
、
民
選
議
院
と
は
別
に
有
志
学
者
に
よ
る
「
自
由
議
院
」
を
設
立
す
る
べ
き

だ
と
の
二
院
論
を
展
開
し
た
二
六

。
「
民
撰
議
院
」
と
「
自
由
議
院
」
と
が
親
和
し
て
一
つ

の
院
と
な
る
の
は
「
華
士
族
不
残
家
禄
ヲ
奉
還
シ
平
民
ト
労
苦
ヲ
同
ク
シ
懇
親
ノ
交
ヲ
結

ブ
ノ
後
」
で
あ
っ
て
、
五
〇
年
も
一
〇
〇
年
も
後
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。 

『
東
京
日
日
新
聞
』
に
筆
を
執
っ
て
い
た
福
地
は
、
一
二
月
一
三
日
の
社
説
で
島
田
の

自
由
議
院
論
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
福
地
は
自
由
議
院
論
に
つ
い
て
「
未
ダ
此
論

者
ノ
如
ク
実
際
ニ
著
目
ス
ル
ノ
篤
キ
ヲ
見
ズ
」
と
か
ね
て
よ
り
自
分
が
主
張
し
て
き
た
よ

う
な
実
際
に
渉
る
議
論
が
初
め
て
行
わ
れ
て
い
る
と
評
価
し
た
上
で
、
そ
の
考
案
に
は
不

同
意
で
あ
る
旨
を
表
明
し
て
い
る
。
福
地
も
ま
た
段
階
的
な
民
選
議
院
設
立
を
訴
え
て
い

た
の
だ
が
、
島
田
の
よ
う
に
身
分
別
の
議
院
を
設
け
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は

一
村
一
町
の
民
会
か
ら
始
め
て
、
一
府
、
一
州
へ
と
広
げ
、
最
終
的
に
国
会
設
立
に
至
る

べ
き
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
自
論
を
踏
ま
え
、
福
地
は
自
由
議
院
論
へ
の
意
見
を
次

の
よ
う
に
展
開
す
る
。 

 
 

 

民
選
議
院
ノ
説
一
タ
ビ
世
上
ニ
流
布
シ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
是
マ
デ
無
識
ナ
リ
シ
農
商
モ
迷

夢
ノ
一
朝
ニ
覚
メ
タ
ル
如
ク
始
メ
テ
其
自
分
ノ
賤
シ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
悟
リ
始
メ
テ
権
利

ノ
保
有
ス
ベ
キ
ヲ
知
ル
者
ア
リ
テ
復
タ
昔
日
ノ
旧
習
ヲ
甘
ズ
ル
ノ
比
ニ
非
ザ
ル
者
ア

リ
於
此
乎
人
情
大
ニ
一
変
セ
リ
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
〇
民
選
議
院
ノ
説
ヲ
起
シ
タ
ル

原
因
ハ
何
等
ノ
情
実
ニ
生
ズ
ル
ト
モ
其
所
説
ノ
公
明
正
大
ナ
ル
固
ヨ
リ
青
天
白
日
ノ

如
キ
ヲ
以
テ
仮
令
尚
早
ニ
モ
セ
ヨ
愚
民
ノ
集
会
ニ
モ
セ
ヨ
今
日
ノ
勢
ニ
テ
ハ
政
府
ニ

於
テ
モ
之
ヲ
遏
止
ス
可
ラ
ズ
人
民
ニ
於
テ
モ
之
ヲ
空
議
ニ
附
ス
可
ラ
ズ
唯
々
之
ヲ
実

践
ス
ル
ノ
方
法
ハ
何
ノ
遑
ヨ
リ
著
手
セ
バ
人
民
ノ
利
益
ト
成
ル
ベ
キ
カ
ヲ
注
目
ス
ル

ニ
在
ル
ノ
ミ
是
レ
吾
曹
ガ
所
見
ハ
議
院
家
ニ
異
ナ
リ
小
ヨ
リ
大
ニ
及
ボ
サ
ン
コ
ト
ヲ

謀
リ
テ
邑
市
ノ
民
会
ヲ
急
ニ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
原
因
ナ
リ
二
七 

 
 

民
選
議
院
の
要
求
は
、
確
か
に
一
部
の
人
々
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
、
日
本
人
の
総
意

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
今
ま
で
「
無
識
」
で
あ
っ
た
人
々
も
自
分

に
権
利
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
旧
習
を
打
破
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
に
せ
よ
、
民
選
議
院
論
が
公
明
正
大
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
よ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
「
尚
早
」
で
あ
ろ
う
が
「
愚
民
ノ
集
会
」
に
な
ろ
う
が

こ
れ
を
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
。
福
地
は
民
選
議
院
を
あ
く
ま
で
「
日
本
全
州

ノ
人
民
」
で
議
論
す
る
た
め
の
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
た
め
に
、
平
民
を
愚
者
と
切
り
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捨
て
、
士
族
の
み
で
議
院
を
設
立
す
る
べ
き
だ
と
す
る
自
由
議
院
論
に
反
対
し
た
の
で
あ

る
二
八

。 
ま
た
、
自
由
議
院
論
へ
呼
応
す
る
か
た
ち
で
、
同
一
五
日
に
は
開
化
堂
主
人
の
名
で
『
日

新
真
事
誌
』
に
士
族
会
館
議
院
（
自
由
議
院
）
設
立
を
呼
び
か
け
る
投
書
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
島
田
の
論
と
同
様
「
華
族
既
ニ
立
ツ
我
族
之
ニ
次
テ
而
テ
遂
ニ
三
民

に
及
ホ
シ
然
後
其
宜
ヲ
裁
セ
ハ
乃
純
然
タ
ル
眞
ノ
民
撰
議
院
ヲ
立
ツ
ル
ノ
一
大
基
礎
ニ

シ
テ
牢
固
動
カ
ス
可
ラ
サ
ル
ヤ
二
九

」
と
段
階
的
な
民
選
議
院
設
立
が
説
か
れ
て
い
る
。「
華

族
既
ニ
立
ツ
」
と
は
、
同
年
六
月
に
永
田
町
で
設
立
さ
れ
た
「
華
族
会
館
」
を
指
す
も
の

だ
ろ
う
。 

開
化
堂
主
人
の
投
書
に
対
し
て
、
同
一
九
日
『
日
新
真
事
誌
』
に
答
議
「
開
化
堂
主
人

先
生
ニ
復
ス
ル
ノ
書
」
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
士
族
会
館
の
よ
う
な
偏
狭
な
集
ま
り

を
興
す
の
で
は
な
く
、
共
存
同
衆
の
よ
う
に
身
分
問
わ
ず
人
を
集
め
る
べ
き
で
あ
る
と
諭

す
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
無
識
の
平
民
を
選
挙
人
か
ら
除
外
す
る
こ
と
で
早
期
民
選
議
院
を
実
現

し
よ
う
と
い
う
士
族
中
心
的
な
論
者
が
出
現
す
る
一
方
で
、
そ
の
よ
う
に
身
分
間
の
対
立

を
深
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
見
識
を
持
つ
者
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
が
て
議

論
は
「
誰
に
選
挙
権
を
与
え
る
べ
き
か
」
と
い
う
問
い
に
代
わ
り
、
第
二
次
民
撰
議
院
論

争
へ
と
発
展
し
て
い
く
。 

  

お
わ
り
に 

 

牧
原
氏
は
明
治
七
年
を
「
論
争
元
年
」
と
称
す
べ
き
年
と
し
、
こ
の
年
に
は
建
白
書
が

前
年
比
二
倍
以
上
に
増
加
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
三
〇

。
民
選
議
院
論
争
の
他
に
も
、

火
葬
禁
止
令
や
徴
兵
制
な
ど
明
治
政
府
の
政
策
を
め
ぐ
る
議
論
が
多
く
展
開
さ
れ
た
年

で
あ
っ
た
。 

こ
の
頃
、
議
論
の
中
心
は
新
聞
を
読
み
、
自
身
の
考
え
を
綴
る
だ
け
の
識
字
能
力
を
有

し
た
華
士
族
で
あ
る
。
未
だ
教
育
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
さ
れ
る
庶
民
は
蚊
帳
の
外
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
時
期
尚
早
論
や
自
由
議
院
論
な
ど
か
ら
も
分
か
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ

う
し
た
状
況
下
に
も
、
一
二
月
九
日
『
日
新
真
事
誌
』
投
書
の
よ
う
に
、
平
民
に
対
し
て

民
選
議
院
の
必
要
性
を
説
く
者
も
見
ら
れ
た
。
同
投
書
は
、
現
行
法
三
一

に
お
い
て
同
じ
罪

状
で
あ
っ
て
も
華
士
族
と
平
民
と
で
刑
罰
に
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
自
分

た
ち
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
百
姓
も
、
自
分
た
ち
の
代
議
士
を
選
び
、
民
選
議
院
へ
と

輩
出
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
二
月
二
日
『
朝
野
新
聞
』

に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
に
は
「
農
税
ノ
重
斂
ナ
ル
」
こ
と
が
民
権
を
育
て
、
議
院
を
興
す
妨

げ
と
な
っ
て
い
る
と
の
見
解
も
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治
七
年
、
民
選
議
院
論
争
が
長
く
形

を
変
え
な
が
ら
続
く
な
か
で
議
論
が
広
が
っ
た
結
果
で
あ
る
だ
ろ
う
。
一
般
に
、
自
由
民

権
運
動
が
大
衆
へ
と
波
及
す
る
の
は
明
治
一
三
年
の
国
会
請
願
運
動
か
ら
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
一
部
で
は
既
に
、
士
族
以
外
の
人
々
に
目
を
向
け
、
人
々
が

被
る
不
利
益
の
是
正
と
い
う
観
点
か
ら
民
選
議
院
が
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

以
上
、
本
稿
で
は
明
治
七
年
代
に
新
聞
紙
上
で
展
開
さ
れ
た
民
選
議
院
論
争
を
整
理
し

て
き
た
。
大
筋
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
細
か
な
議
論
に
立
ち
入
る
こ
と
は
出
来
て
い

な
い
。
投
書
や
論
説
を
記
し
た
各
人
の
思
想
的
背
景
や
論
争
の
焦
点
な
ど
、
考
証
の
余
地

は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
く
み
た
み
さ 

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
学
芸
員
） 
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註 一 
 

稲
田
雅
洋
『
自
由
民
権
の
文
化
史
―
新
し
い
政
治
文
化
の
誕
生
』
二
〇
〇
〇
年
、
筑
摩
書
房
、

一
四
九
頁
。 

二 
 

田
崎
哲
郎
「
民
選
議
院
論
争
」『
近
代
日
本
思
想
』、
青
木
書
店
、
一
九
六
三
年
、
一
四
頁
。 

三 
 

松
岡
僖
一
「
第
二
次
民
選
議
院
論
争
―
士
族
民
権
と
は
何
か
―
」
『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀

要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
二
年
、
三
七
頁
。 

四 
 

不
恤
緯
「
投
書
」『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
一
月
二
三
日
、『
東
京
日
日
新
聞
』
四
、
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
四
年
、
四
九
頁
。 

五 
 
 

谷
中
潜
『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
七
年
一
月
二
六
日
、『
日
新
真
事
誌
』
同
二
七
日
、『
複
製

版 

日
新
真
事
誌
』
四
、
株
式
会
社
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
四
年
、
二
五
四
頁
。 

六 
 

民
撰
議
院
設
立
建
白
某
等
「
投
書
」『
日
新
真
事
誌
』
一
月
二
八
日
、
前
掲
二
五
九
頁
。 

七 
 

加
藤
弘
之
「
江
湖
叢
談
」『
東
京
日
日
新
聞
』
二
月
二
日
、
前
掲
書
七
五
頁
。 

八 
 

板
垣
退
助
・
後
藤
象
二
郎
・
副
島
種
臣
「
対
問
」『
日
新
真
事
誌
』
二
月
二
〇
日
、
前
掲
三
六

五
頁
。 

九 
 

こ
の
点
に
つ
い
て
稲
田
氏
は
旧
来
の
人
智
主
義
に
支
え
ら
れ
た
考
え
方
で
あ
り
、
「
彼
ら
の

民
選
議
院
の
思
想
的
な
レ
ベ
ル
が
、
ま
さ
に
語
る
に
落
ち
た
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

る
（『
自
由
民
権
運
動
の
系
譜
―
近
代
日
本
の
言
論
の
力
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
、
七

九
―
八
〇
頁
）。 

一
〇 

 

馬
城
台
二
郎
「
投
書
」『
東
京
日
日
新
聞
』
二
月
一
七
日
、
前
掲
書
一
一
四
頁
。 

一
一 

「
地
方
官
会
議
開
設
ニ
付
議
院
憲
法
議
院
規
則
凡
例
ヲ
定
ム
」
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア

ー
カ
イ
ブ
（h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.arch
ives.g

o
.jp

/item
/4

1
5

0
1

1
3

）。 

一
二 

 

依
田
百
川
『
郵
便
報
知
新
聞
』
五
月
七
日
、
会
議
所
建
議
『
復
刻
版
・
郵
便
報
知
新
聞
』
第

一
期
第
三
巻
、
柏
書
房
株
式
会
社
、
一
九
八
九
年
、
二
二
一
頁
。 

一
三 

 

池
田
真
歩
「〈
富
商
の
会
議
体
〉
か
ら
〈
言
論
人
の
議
会
〉
へ
―
明
治
初
年
の
江
戸
町
会
所
・

東
京
会
議
所
・
東
京
府
会
」『
北
海
学
園
大
学
法
学
研
究
』
五
七
（
二
）
、
二
〇
二
一
年
。 

一
四 

 

論
説
『
日
新
真
事
誌
』
五
月
八
日
、『
複
製
版 

日
新
真
事
誌
』
五
、
株
式
会
社
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
五
年
、
一
七
四
頁
。 

一
五 

 

馬
城
某
「
投
書
」『
日
新
真
事
誌
』
七
月
一
三
日
、
同
前
、
四
九
一
頁
。 

一
六 

「
立
法
権
ハ
断
然
行
政
権
ト
分
置
シ
互
ニ
其
権
限
ヲ
冒
サ
シ
メ
ズ
以
テ
大
ニ
法
制
ノ
可
否
得

失
ヲ
議
シ
今
一
層
ノ
改
正
ヲ
企
起
ス
ル
ニ
在
リ
」
馬
城
台
二
郎
「
投
書
」
、
『
日
新
真
事
誌
』

二
月
二
七
日
、
前
掲
書
一
四
六
頁
。 

一
七 

 

吉
浦
某
『
郵
便
報
知
新
聞
』
五
月
一
四
日
、
投
書
、
前
掲
書
二
三
四
頁
。 

一
八 

「
明
治
七
年
兵
庫
県
二
六
六
号
」
告
示
、『
東
京
日
日
新
聞
』
六
月
一
四
日
、
前
掲
書
三
五
九

頁
。 

一
九 

『
日
新
真
事
誌
』
六
月
一
五
日
、
県
新
聞
、
前
掲
書
三
五
九
頁
。 

二
〇 

 

人
見
義
同
、
投
書
『
郵
便
報
知
新
聞
』
一
〇
月
一
九
日
、『
復
刻
版
・
郵
便
報
知
新
聞
』
第
四

巻
、
柏
書
房
株
式
会
社
、
一
九
八
九
年
、
二
〇
八
頁
。 

二
一 

 

立
花
光
臣
「
擬
住
仁
安
書
第
六
号 

民
撰
議
院
」『
日
新
真
事
誌
』
八
月
二
九
日
、『
復
刻
版

日
新
真
事
誌
』
六
、
株
式
会
社
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
、
一
三
八
頁
。 

二
二 

 

猫
尾
道
人
「
建
議
の
害
を
論
す
る
の
説
」『
郵
便
報
知
新
聞
』
九
月
七
日
、
前
掲
一
二
八
頁
。 

二
三 

 

南
海
道
之
漁
殳
投
書
『
日
新
真
事
誌
』
一
〇
月
二
七
日
、
前
掲
書
四
一
四
頁
。 

二
四 

 

狗
頭
道
人
（
福
地
源
一
郎
か
）
投
書
『
郵
便
報
知
新
聞
』
一
一
月
二
九
日
、
前
掲
二
八
二
頁
。 

二
五 

 

福
井
淳
「「
嚶
鳴
社
憲
法
草
案
」
の
研
究
」『
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
十
八
編
、
二
〇
一

三
年
、
一
八
七
頁
。 

二
六 

 

茜
山
逸
史
「
自
由
議
院
之
案
」『
横
浜
毎
日
新
聞
』
一
二
月
一
一
日
、
論
説
、『
復
刻
版 

横

浜
毎
日
新
聞
』
第
九
巻
、
不
二
出
版
、
一
九
八
九
年
、
三
四
一
頁
。 

二
七 

『
東
京
日
日
新
聞
』
一
二
月
一
三
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
五
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九

四
年
、
三
二
一
頁
。 

二
八 

 

團
藤
充
己
「
第
二
次
民
選
議
院
論
争
と
『
東
京
日
日
新
聞
』
―
―
そ
の
「
思
想
」
と
「
表
現
」

の
両
側
面
か
ら
」『
年
報
日
本
思
想
史
』
一
四
号
、
二
〇
一
五
年
。 

二
九 

 

開
化
堂
主
人
投
書
『
日
新
真
事
誌
』
一
二
月
一
五
日
『
複
製
版 

日
新
真
事
誌
』
七
、
ぺ
り

か
ん
社
、
一
九
九
六
年
、
一
一
九
頁
。 

三
〇 

 
牧
原
憲
夫
『
明
治
七
年
の
大
論
争
―
建
白
書
か
ら
見
た
近
代
国
家
と
民
衆
』
日
本
経
済
評
論

社
、
一
九
九
〇
年
。 

三
一 

 

明
治
六
年
『
改
定
律
例
』
に
も
「
凡
華
族
過
誤
失
錯
ノ
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
華
族
贖
罪
例
圖
ニ
照

シ
テ
贖
フ
コ
ト
ヲ
聴
ス
。
其
私
罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
士
族
ノ
法
ニ
同
シ
。」（
第
十
二
条
）「
凡
士
族

罪
ヲ
犯
ス
者
ハ
」
「
一
体
ニ
禁
錮
ニ
処
ス
」
「
罪
科
未
タ
定
ラ
サ
ル
者
ハ
監
倉
ニ
入
レ
平
民
ト
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別
異
ス
」（
第
十
三
条
）
と
い
う
よ
う
に
身
分
に
よ
っ
て
刑
罰
に
差
が
あ
っ
た
（
国
立
公
文
書

館
蔵
『
改
定
律
例
』h

ttp
s://w

w
w

.d
ig

ital.arch
ives.g

o
.jp

/im
g

/4
9

8
2

0
6

1

）。 
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月
日

七
月
三
日

七
月
四
日

七
月
一
三
日

七
月
三
〇
日

八
月
二
日

八
月
六
日

八
月
一
二
日

八
月
二
〇
日

八
月
二
二
日

八
月
二
九
日

八
月
三
〇
日

九
月
三
日

九
月
四
日

九
月
五
日

九
月
六
日

掲
載
紙

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

横
浜
毎
日
新
聞

日
新
真
事
誌

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

東
京
日
日
新
聞

日
新
真
事
誌

日
新
真
事
誌

東
京
日
日
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

種
別

投
書

投
書

投
書

本
県
新
聞

投
書

投
書

投
書

答
議

投
書

投
書

投
書

投
書

投
書

論
説

投
書

筆
名

馬
城
某

中
島
信
行

愛
松
子

立
花
光
臣

頑
固
老
翁

晴
川
閣

内
海
直
質

立
花
光
臣

磊
々
館
主
人

天
山
遁
者

立
花
光
臣

立
花
光
臣

標
題

（
内
容

）

島
根
県
足
達
孫
兵
衛
の

「
仮
衆
議
所
に
付
建
白

」
を
取
り
上
げ
る

一
日
朋
友
来
り
談
し
地
方
会
議
の
事
に
及
ふ

地
方
官
は
行
政
官
で
あ

っ
て
立
法
議
員
で
あ
る
べ
き
人
民
の
代
議
人
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い

（
附
・
民
撰
議
院
ノ
議
ニ
付
建
言
書

）

本
県
管
下
各
戸
長
へ
令
公
よ
り
告
諭
せ
ら
れ
し
書

（
友
人
の
手
に
な
る
人
民
の
公
選
に
よ
る
議
員
の
召
集
を
求
め
る
建
言
書
を

「
陳
腐
頑

固

」
な
も
の
と
し
て
紹
介

）

擬
住
仁
安
書
第
四
号
下

（
応
さ
に
旧
参
議
氏
等
の
説
を
鳴
ら
し
以
て
一
日
も
早
く
民
撰

議
院
の
設
立
を
成
就
す
へ
く

）

（
民
意
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
説

）

（
八
月
二
日
に
明
六
雑
誌
よ
り
転
載
さ
れ
た
阪
谷
論
へ
の
反
駁

）

（
憲
法
制
定
や
民
撰
議
院
の
開
設
を
望
む

）

擬
住
仁
安
書
第
六
号
　
民
撰
議
院

（
「
不
可
不
建
民
撰
議
院

」
に
対
す
る
碩
石
子
の
質
問
へ
返
答

）

（
郵
便
報
知

「
四
百
四
十
一
号

」
立
花
光
臣
の

「
大
臣
ノ
責
任
ヲ
重
ク
セ
ン
為
ニ
民
撰

議
院
ヲ
設
立
ス
ベ
シ

」
論
へ
意
見

）

擬
住
仁
安
書
第
七
号
　
　
世
光

（
民
撰
議
院
論
争
の
決
着
を
望
む

）

擬
住
仁
安
書
第
八
号
　
　
専
裁
擅
制

　
明
治
七
年
下
半
期
　
民
選
議
院
に
関
す
る
投
書
一
覧
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九
月
七
日

九
月
八
日

九
月
一
〇
日

九
月
一
三
日

九
月
一
五
日

九
月
一
六
日

九
月
一
六
日

九
月
一
八
日

九
月
一
九
日

九
月
二
五
日

一
〇
月
六
日

一
〇
月
九
日

一
〇
月
一
九
日

一
〇
月
二
四
日

一
〇
月
二
七
日

一
〇
月
三
〇
日

一
〇
月
三
一
日

一
〇
月

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

横
浜
毎
日
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

日
新
真
事
誌

横
浜
毎
日
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

東
京
日
日
新
聞

日
新
真
事
誌

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

明
六
雑
誌

論
説

答
議

投
書

投
書

投
書

新
聞
評
読
会

録
事

諸
方
寄
書

投
書

弁
駁

投
書

江
湖
雑
聞

投
書

投
書

投
書

投
書

投
書

投
書

一
九
号

猫
尾
道
人

馬
城
　
某

銀
巷
の
梅
生

奥
仁
　
小
振

馬
城
台
二
郎

阪
崎
斌

山
田
改
一

石
田
眞
平

唐
華
陽

富
山
永
井

人
見
義
同

南
海
道
之
漁
殳

浅
岡
一

多
々
良
直
臣

神
田
孝
平

建
議
の
害
を
論
す
る
の
説

（
天
山
遁
者
に
よ
る
立
花
光
臣

「
民
撰
議
院

」
へ
の
異
論
に
対
す
る
意
見

）

（
欧
行
せ
し
人
の
譚
に
曰
欧
米
諸
州
第
政
府
の
下
ハ
小
政
府
な
く
し
て
必
す
人
民
会
議

所
あ
り

）

（
立
花
光
臣

「
専
裁
擅
制

」
に
対
す
る
意
見

）

（
『
民
撰
議
院
集
説

』
の
粗
末
さ
を
批
判

）

民
選
議
院
尚
早
し
と
云
々
開
化
の
程
度
何
分
其
期
と
す
る
や

増
テ
民
撰
議
院
デ
モ
開
キ
シ
暁
ハ
何
等
ノ
問
題
カ
出
ル
モ
知
レ
ズ

（
人
々
に

、
明
六
雑
誌
掲
載
阪
谷
の

「
民
撰
議
院
疑
問

」
へ
の
回
答
を
依
頼

）

（
日
新
真
事
誌
第
三
周
年
六
十
号
磔
川
投
書
へ
の
批
判

）

民
選
議
院
可
設
立
ノ
議

〇
宮
城
県
各
大
区
会
議
章
程

（
「
皇
国
ヲ
シ
テ
独
立
不
羈
ノ
大
摸
ヲ
立
テ
シ
ム
ル

」
た
め
に
は
民
選
議
院
が
必
要

）

（
民
撰
議
院
の
設
な
く
は
其
国
開
明
と
称
す
へ
か
ら
す

）

小
田
県
区
会
議
論
書
ヲ
読
ミ
テ

（
民
撰
議
院
設
立
は
急
務
で
あ
る

）

君
主
擅
制
ノ
弊
害
ヲ
論
ス
政
体
ヲ
改
テ
君
民
同
治
ト
為
サ
ン
ト
ヲ
謹
ス

（
立
花
光
臣
門
下
生
が
加
藤
弘
之
の
免
職
の
噂
を
喜
ん
で
知
ら
せ
に
き
た
こ
と
に
つ
い

て

）

民
選
議
院
ノ
時
未
タ
到
ラ
サ
ル
ノ
論
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一
〇
月

一
〇
月

一
一
月
七
日

一
一
月
八
日

一
一
月
九
日

一
一
月
一
五
日

一
一
月
一
六
日

一
一
月
一
九
日

一
一
月
一
九
日

一
一
月
二
〇
日

一
一
月
二
五
日

一
一
月
二
九
日

一
二
月
一
日

一
二
月
二
日

一
二
月
三
日

一
二
月
四
日

一
二
月
四
日

明
六
雑
誌

明
六
雑
誌

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

東
京
日
日
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

横
浜
毎
日
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

横
浜
毎
日
新
聞

朝
野
新
聞

東
京
日
日
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

二
七
号

二
八
号

投
書

県
新
聞

投
書

投
書

投
書

投
書

論
説

投
書

論
説

投
書

論
説

投
書

寄
書

投
書

投
書

阪
谷
　
素

阪
谷
　
素

竹
川
狂
夫

驥
尾

（
千
里

）

東
洋
航
客

稲
香
頓
叟
眞
逸

一
釣
徒

仁
田
友
造

乾
坤
廬
主
人

狗
頭
道
人

茜
山
逸
史

江
口
高
邦

東
京
平
民

海
野
操
造

狗
頭
道
人

民
撰
議
院
変
則
論
　
一
月
十
六
日
演
説

民
撰
議
院
変
則
論
　
一
月
十
六
日
演
説

（
猫
尾
道
人
民
撰
議
院
の
駁
論
を
評
価

）

（
民
選
議
院
設
立
が
叶
う
時
節
と
い
う
の
は
喜
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
い

）

（
人
民
の
独
立

、
議
院
の
成
功
の
た
め
に
は
ま
ず
人
々
が
品
行
方
正
で
あ
る
必
要
が
あ

る
と
建
白
者
や
民
権
家
へ
忠
告

）

日
本
人
民
ハ
蛆
蟲
に
劣
る
説

民
撰
議
院
ハ
本
日
の
急
務
一
日
も
あ
る
べ
く
し
て
無
る
べ
か
ら
ざ
る

民
選
議
院
ニ
非
レ
ハ
国
憲
一
定
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
論

民
撰
議
院
設
立
ニ
付

（
小
議
院
ヲ
先
ニ
シ
漸
ク
以
テ
大
議
院
ニ
及
ボ
サ
ン
ト
志
サ
ス

）

太
平
餘
第
二
篇

〇
日
新
真
事
誌
第
百
五
十
五
号
掲
載
岸
田
吟
香
ら
の
内
務
省
上
書
へ
の
意
見

（
民
撰
議
院
に
つ
い
て
実
務
実
際
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
を
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い

）

民
撰
議
院
餘
説

民
権

、
議
院
に
就
て

（
民
権
を
育
て
る
た
め
に
は
ま
ず
減
税
し
困
窮
を
救
う
こ
と
が
必

要
と
説
く

）

（
東
京
の
会
議
所
に
つ
い
て
意
見

）

民
撰
議
院
ヲ
設
立
セ
ス
是
則
人
民
ヲ
苦
役
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
テ
人
民
ニ
人
権
ヲ
與
フ
ル
ヲ

知
ラ
サ
ル

（
民
選
議
院
に
つ
い
て
口
先
で
其
功
能
を
論
す
る
ば
か
り
で
は
な
く

、
民
間
実
際
に
あ

た

っ
て
の
議
論
を
す
る
べ
き

）
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一
二
月
五
日

一
二
月
五
日

一
二
月
五
日

一
二
月
五
日

一
二
月
六
日

一
二
月
六
日

一
二
月
七
日

一
二
月
七
日

一
二
月
八
日

一
二
月
八
日

一
二
月
九
日

一
二
月
九
日

一
二
月
一
〇
日

一
二
月
一
一
日

一
二
月
一
三
日

一
二
月
一
五
日

一
二
月
一
六
日

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

東
京
日
日
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

東
京
日
日
新
聞

日
新
真
事
誌

東
京
日
日
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

東
京
日
日
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

横
浜
毎
日
新
聞

東
京
日
日
新
聞

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

論
説

投
書

投
書

社
説

投
書

投
書

投
書

社
説

投
書

社
説

投
書

投
書

投
書

論
説

社
説

投
書

投
書

半
塲
生

訥
庵
閑
人

半
塲
生

鼎
堂

海
野
操
造

半
塲
生

半
塲
生

五
十
槻
廻
屋
主
人

狗
頭
道
人

茜
山
逸
史

開
化
堂
主
人

天
然

民
撰
議
院
ノ
設
ケ
至
要
ナ
ル

政
体
論

天
下
悉
く
睡
る
論

民
権
論

（
民
権
を
恢
復
せ
ん
事
の
企
て

）

政
体
論
前
号
の
続
き

民
撰
議
院
論

（
矢
口

「
太
平
餘
論

」
の

「
不
得
已

」
へ
の
言
及

、
民
撰
議
院
の
一
大
緊
要
な
る
を
説

く

）

民
撰
議
院
ノ
必
要

（
民
権
を
守
り

、
増
税
や
土
地
の
没
収
を
防
ぐ
た
め
に
民
撰
議
院
が

必
要
で
あ
る
と
の
論

）

政
体
論
之
二

東
京
会
議
所
ヲ
民
会
ニ
セ
ン
事
ヲ
望
ム

（
東
京
市
中
の
有
産
人
民
を
喚
起
し
前
日
よ
り

以
来
繰
返
し
て
論
じ
た
る
民
会
の
事
を
議
せ
ん
と
欲
す

）

政
体
論
之
二
前
号
の
続
き

（
「
新
律
綱
領

」
で
華
士
族
と
平
民
で
刑
罰
に
差
が
あ
る
こ
と
に
触
れ

、

「
百
姓
タ
チ

各
々
モ
其
区
ノ
代
議
士
ヲ
選

」
ん
で
代
表
者
を
出
し
た

「
民
撰
議
院

」
が
必
要
で
あ
る

と
説
く

）

民
選
議
院
初
ら
ハ
第
一
着
民
費
分
賦
の
大
略
ハ
我
等
既
に
前
書
に
説
き
た
り
今
茲
に
我

邦
に
無
く
て
ハ
な
ら
さ
る
民
間
に
あ
り
て
尤
も
大
切
な
る
事
件
を
説
き
出
さ
ん
と
す

自
由
議
院
之
案

横
浜
毎
日
新
聞
ノ
自
由
議
院
論
ヲ
駁
ス

（
横
浜
毎
日
新
聞
一
二
月
一
一
日
掲
載

「
自
由

議
院
之
案

」
に
つ
い
て

、
評
価
す
る
が
不
協
同
で
あ
る

）

士
族
会
館
議
院

（
自
由
議
院

）
設
立
の
呼
び
か
け

（
万
全
の
利
小
不
便
を
以
て
か
之
を
興
さ
ゞ
る
者
有
焉
乃
民
選
議
院
是
也

）
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一
二
月
一
六
日

一
二
月
一
七
日

一
二
月
一
九
日

一
二
月
一
九
日

一
二
月
二
〇
日

一
二
月
二
〇
日

一
二
月
二
三
日

一
二
月
二
四
日

一
二
月
二
四
日

一
二
月
二
五
日

東
京
日
日
新
聞

横
浜
毎
日
新
聞

日
新
真
事
誌

東
京
日
日
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

日
新
真
事
誌

日
新
真
事
誌

日
新
真
事
誌

郵
便
報
知
新
聞

郵
便
報
知
新
聞

社
説

論
説

答
議

社
説

投
書

答
議

答
議

投
書

投
書

投
書

茜
山
逸
史

主
権
閣
主
人

光
頭
野
夫

開
化
堂
主
人

不
言
生

無
夜
見
想
像

天
外
如
来

天
外
如
来

地
方
官
会
議
ノ
立
消
ヲ
論
ズ

（
い
つ
の
間
に
か
消
沈
し
た
地
方
官
会
議
の
議
論
に
つ
い

て

）

自
由
議
院
之
再
案

開
化
堂
先
生
ニ
復
ス
ル
ノ
書

（
平
民
と
士
族
を
隔
絶
す
べ
き
で
は
な
い

）

十
三
日
社
説
ノ
続
キ

（
自
由
議
院
に
つ
い
て

）

（
人
民
の
不
平
を
解
消
す
る
策
は
出
版
談
論
の
自
由
を
許
し

、
民
選
議
院
を
開
く
こ
と

で
あ
る

）

主
権
閣
主
人
へ
返
答

日
新
真
事
誌
第
三
周
年
百
八
十
一
号
掲
載
開
化
堂
主
人

「
自
由
議
院
設
立
ノ
議

」
に
賛

成（
民
撰
議
院
が
な
く
と
も
政
治
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
る

、
虚
構
に
拘
泥
し
て
実
を
論

じ
な
い
の
は
本
末
転
倒
で
は
な
い
か

。

）

政
体
論

政
体
論
前
号
の
続
き

※
六
月
以
前
の
記
事
に
つ
い
て
は
中
嶋
久
人

「
『
日
新
真
事
誌

』
と
民
撰
議
院
論
争
―

外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

「
民
主
化

」
―

」
『
自
由
民
権

』
一
三
号

（
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館

、
平

成
一
二
年

）
「
明
治
七
年
上
半
期
 

府
下
諸
新
聞
に
お
け
る
民
撰
議
院
関
係
言
説
一
覧

」
に
詳
し
い

。
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森
田
友
和
関
係
資
料
に
つ
い
て 

 

村 

中 

大 

樹 
 

  

一 

は
じ
め
に 

 

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
期
間
に
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
（
高
知
）
を
結
ぶ
活
動

を
行
っ
て
い
た
森
田
友
和
氏
（
以
下
、
敬
称
略
）
の
資
料
群
が
、
高
知
市
立
自
由
民
権
記

念
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
二
〇
二
一
年
九
月
以
降
、
資
料
整
理
と
目
録
の
作
成

を
同
館
か
ら
依
頼
さ
れ
、
本
稿
は
そ
の
成
果
報
告
で
あ
る
。 

森
田
友
和
は
、
一
九
三
〇
年
八
月
一
九
日
、
高
知
県
高
岡
郡
波
介
村
（
現
在
の
土
佐
市
）

に
生
ま
れ
た
。
一
九
三
四
年
に
両
親
兄
姉
と
と
も
に
三
歳
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
り
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
近
郊
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
て
い
る
。
戦
前
、
高
知
県
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移

民
は
延
べ
四
六
八
〇
人
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
、
高
岡
郡
と
吾
川
郡
を
中
心
に
一
一
八
一

人
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
近
郊
の
「
コ
チ
ア
駅
（E

stação
 C

o
tia

）
」
へ
と
配
耕

一

さ
れ
た
た
め
、

一
時
、
コ
チ
ア
周
辺
は
高
知
県
出
身
者
が
多
く
集
住
し
て
い
た

二

。
波
介
村
か
ら
の
移
民

も
一
一
四
人
（
一
九
世
帯
）
を
数
え
、
森
田
一
家
も
こ
の
う
ち
の
一
世
帯
に
数
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
一
家
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
定
住
せ
ず
、
長
兄
・
長
姉
の
二
人
を
残
し
て
一
九
四
一
年
に

は
帰
国
。
森
田
自
身
も
一
九
四
一
年
二
月
に
両
親
よ
り
一
足
早
く
次
兄
と
そ
の
友
人
に
連

れ
ら
れ
て
帰
国
し
て
い
る

三

。
帰
国
後
の
森
田
は
波
介
国
民
学
校
へ
編
入
学
。
そ
の
後
、

高
知
県
立
海
南
中
学
校
に
進
学
。
戦
時
中
は
越
知
へ
の
疎
開
や
敗
戦
後
は
「
残
務
整
理
」

や
南
海
地
震
を
経
験
し
た
。
一
九
四
七
年
頃
か
ら
は
小
学
校
の
代
用
教
員
、
さ
ら
に
社
団

法
人
高
知
県
貿
易
協
会

四

の
嘱
託
職
員
と
し
て
働
き
始
め
て
い
る
。 

そ
の
後
、
一
九
五
七
年−

一
九
五
八
年
頃
に
森
田
は
上
京
し
た
と
み
ら
れ
、
一
九
六
二

年
頃
に
は
東
京
で
カ
メ
ラ
関
係
の
企
業
に
就
職
し
て
い
る

五

。
会
社
が
複
写
機
事
業
を
拡

大
し
た
一
九
七
五
年
頃
に
独
立
、
東
京
都
杉
並
区
荻
窪
に
Ｏ
Ａ
機
器

六

の
代
理
店
を
開
業
、

親
会
社
が
経
営
統
合
し
た
二
〇
〇
三
年
頃
ま
で
自
営
業
を
営
ん
で
い
る
。
そ
の
後
二
〇
〇

七
年
頃
に
東
京
・
千
葉
で
の
生
活
に
区
切
り
を
付
け
、
故
郷
高
知
に
移
住
、
二
〇
二
〇
年

八
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

筆
者
は
二
〇
一
四
年
七
月
に
初
め
て
森
田
と
出
会
い
、
以
後
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に
森

田
が
亡
く
な
る
ま
で
関
係
性
を
築
い
て
き
た
。
と
く
に
、
早
稲
田
大
学
の
修
士
課
程
に
在

籍
し
て
い
た
二
〇
一
四
年
七
月
か
ら
お
よ
そ
一
年
半
に
亘
る
期
間
、
一
調
査
者
と
し
て
断

続
的
な
聞
き
取
り
と
森
田
が
所
有
す
る
資
料
の
撮
影
を
お
こ
な
い
、
そ
の
後
、
調
査
成
果

を
ま
と
め
て
い
る

七

。
森
田
は
筆
者
以
外
に
も
移
民
に
関
心
の
あ
る
学
生
や
研
究
者
に
対

し
調
査
協
力
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な

情
報
提
供
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
（
第
四
章
に
後
述
）
。 

今
回
整
理
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
は
、
森
田
が
公
的
機
関
に
寄
贈
し
た
資
料
の
う
ち
、

主
と
し
て
二
〇
一
九
年
八
月
に
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
寄
贈
に
は
筆
者
も
関
わ
り
、
そ
の
後
、
同
館
よ
り
資
料
整
理
の
依
頼
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
。
「
森
田
友
和
関
係
資
料
」
と
名
付
け
ら
れ
る
資
料
は
、
特
定
の
個
人
の

活
動
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
個
人
記
録
な
い
し
個
人
文
書
で
あ
り
、
個
人
や
家
族
の
記

録
が
蓄
積
さ
れ
た
資
料
群
と
い
え
る

八

。
以
下
で
は
、
第
二
章
で
ま
ず
資
料
整
理
の
概
要

説
明
を
お
こ
な
う
。
寄
贈
の
経
緯
と
整
理
の
流
れ
と
生
じ
た
課
題
、
細
目
録
の
作
成
に
つ

い
て
述
べ
た
い
。
第
三
章
で
は
作
成
し
た
細
目
録
か
ら
資
料
の
構
成
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

第
四
章
で
は
資
料
を
理
解
す
る
た
め
の
「
ガ
イ
ド
」
と
し
て
、
森
田
の
活
動
歴
の
紹
介
を

お
こ
な
う
。 

 

二 

資
料
整
理
の
概
要 

 

（
１
）
寄
贈
の
経
緯 

 

本
章
で
は
、
ま
ず
寄
贈
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
森
田
が
所
有
す
る
資
料
の
公
的

機
関
へ
の
寄
贈
は
、
こ
れ
ま
で
に
計
四
回
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
一
回
目
は
二
〇
〇
九
年

に
水
野
龍
の
直
筆
書
簡
の
写
し
が
佐
川
町
立
青
山
文
庫
に
、
二
回
目
は
二
〇
一
四
年
に
蔵

書
の
う
ち
移
民
関
係
書
籍
が
佐
川
町
立
図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
三
回
目
は
二
〇
一

六
年
に
『
在
伯
同
胞
活
動
実
況
大
写
真
帖
』
一
点
が
、
同
年
に
開
催
さ
れ
た
企
画
展
の
展

示
史
料
と
し
て
開
催
館
で
あ
る
自
由
民
権
記
念
館
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の
後
、
寄
贈
の
手

続
き
を
踏
ん
で
い
る
。
二
〇
一
九
年
の
寄
贈
（
四
回
目
）
は
、
森
田
が
自
宅
の
「
資
料
庫
」

と
座
卓
ま
わ
り
に
保
管
し
て
い
た
「
資
料
」
を
、
病
気
の
た
め
入
院
中
の
本
人
に
代
わ
り

筆
者
が
搬
出
、
自
由
民
権
記
念
館
へ
搬
入
を
お
こ
な
っ
た
。
搬
入
時
、
同
館
所
属
の
学
芸

員
と
現
状
記
録
の
た
め
の
撮
影
と
点
数
（
概
数
）
の
確
認
、
そ
の
際
、
仮
番
号
の
付
与
と
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資
料
保
存
箱
へ
の
保
存
を
済
ま
せ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
降
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

筆
者
の
大
学
院
進
学
に
と
も
な
う
転
居
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
二
〇
二
一
年
以
降
と
な
っ
た
。 

 （
２
）
整
理
の
流
れ
と
課
題 

 

二
〇
二
一
年
九
月
に
資
料
の
整
理
を
再
開
し
た
筆
者
は
、
資
料
保
存
箱
に
入
れ
ら
れ
た

ま
ま
と
な
っ
て
い
た
資
料
を
取
り
出
し
、
中
身
の
確
認
を
お
こ
な
っ
た
。
資
料
は
一
点
モ

ノ
以
外
に
封
筒
や
フ
ァ
イ
ル
、
プ
ラ
袋
、
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
と
い
っ
た
容
器
に
入
れ
ら
れ
て

い
た
。
仮
番
号
は
、
二
〇
一
九
年
の
時
点
で
単
体
ま
た
は
容
器
ご
と
に
大
き
く
振
り
分
け

て
お
り
、
容
器
内
の
資
料
に
つ
い
て
は
追
加
で
枝
番
号
を
付
す
必
要
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

整
理
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
は
物
理
的
整
理
と
情
報
的
整
理
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る

九

。

今
回
の
整
理
で
は
、
搬
入
時
の
原
秩
序
を
尊
重
し
つ
つ
、
内
容
物
の
入
れ
替
え
や
資
料
そ

の
も
の
に
対
す
る
物
理
的
な
整
理
は
最
小
限
に
留
め
、
資
料
か
ら
情
報
収
集
を
お
こ
な
い

目
録
化
す
る
情
報
的
整
理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
情
報
的
整
理
で
は
、
段
階
的

整
理
の
考
え
方
で
い
う
概
要
目
録
の
作
成
で
は
な
く
、
資
料
一
点
ご
と
の
細
目
録
の
作
成

に
近
い
か
た
ち
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
は
以
下
の
理
由
が
あ
る
。 

ま
ず
、
森
田
友
和
関
係
資
料
は
、
あ
ら
か
じ
め
第
三
者
に
保
存
・
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

意
識
し
て
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
三
者
に
と
っ
て
は
本
人
に
よ
る
分
類
の
意
図
が
必
ず

し
も
明
確
で
な
い
こ
と
で
あ
る
。
資
料
は
さ
ま
ざ
ま
な
容
器
に
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
な
か

に
は
本
人
に
よ
る
メ
モ
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
メ
モ
書
き
は
必
ず
し

も
内
容
物
を
的
確
に
示
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
西
原
清
東
翁
（
写
真
、

経
歴
）
伝
記
資
料
」
と
本
人
の
メ
モ
書
き
が
あ
る
封
筒
に
は
関
係
す
る
資
料
が
一
部
確
認

で
き
る
が
、
同
様
の
資
料
は
他
の
複
数
の
容
器
に
も
確
認
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
同

じ
容
器
内
に
複
数
ジ
ャ
ン
ル
の
資
料
が
混
在
し
て
お
り
、
本
人
に
よ
る
メ
モ
書
き
が
あ
る

封
筒
と
は
別
の
場
所
に
該
当
の
資
料
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
森
田
に
よ
る
容
器
ご
と
の
「
分
類
」
は
、
一
度
限
り
の
整
理
で
は
な
く
、
そ
の

時
々
の
都
合
や
入
れ
替
え
等
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
整

理
者
に
よ
る
入
れ
替
え
を
し
た
方
が
第
三
者
に
と
っ
て
は
分
か
り
や
す
い
と
感
じ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。 

二
つ
目
に
、
森
田
友
和
関
係
資
料
は
、
資
料
の
ジ
ャ
ン
ル
、
形
態
、
さ
ら
に
は
作
成
年

や
作
成
場
所
と
い
っ
た
項
目
の
違
い
か
ら
容
易
に
分
類
で
き
る
資
料
群
で
は
な
い
。
森
田

資
料
に
は
、
書
簡
や
自
筆
の
ノ
ー
ト
、
写
真
、
趣
意
書
類
と
い
っ
た
比
較
的
「
原
資
料
」

と
捉
え
ら
れ
る
も
の
に
加
え
て
、
書
籍
や
会
誌
、
会
報
、
新
聞
の
切
抜
、
チ
ラ
シ
な
ど
の

案
内
文
書
、
文
房
具
な
ど
の
事
務
用
品
、
さ
ら
に
は
、
電
子
式
複
写
に
よ
る
複
製
物
が
多

く
み
ら
れ
た

一
〇

。
い
わ
ゆ
る
「
写
真
」
で
あ
っ
て
も
印
画
紙
に
紙
焼
き
さ
れ
た
も
の
や
デ

ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
原
資
料
を
複
写
し
切
り
抜
い
た
も
の
が
多
く
含

ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
「
写
真
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
も
形
状
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、

作
成
年
が
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
作
成
年
が
同
年
代
の
写
真
で
あ
っ
て
も
最
近
撮
ら
れ
た

も
の
と
昔
撮
ら
れ
た
も
の
の
コ
ピ
ー
で
あ
れ
ば—

す
な
わ
ち
、
原
本
が
い
つ
撮
影
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
示
さ
れ
う
る
主
題
内
容
は
複
数
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

さ
ら
に
、
本
人
所
蔵
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
原
資
料
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
も
の
が

一
定
数
あ
る
こ
と
も
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
筆
者
が
二
〇
一
四
年
七
月—

二
〇
一
五

年
一
月
に
か
け
て
本
人
了
解
の
も
と
撮
影
又
は
借
り
受
け
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料

一
一

も

含
ま
れ
る
。
失
わ
れ
た
原
資
料
の
な
か
に
は
、
生
前
に
森
田
が
重
要
視
し
て
い
た
も
の
や

研
究
者
の
立
場
か
ら
も
資
料
群
の
中
核
を
な
す
と
判
断
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
デ
ジ
タ
ル
化
以
降
に
紛
失
ま
た
は
破
棄
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
現
在
は
資
料
群
も
し
く
は
筆
者
が
撮
影
し
た
デ
ー
タ
の
な
か
の
複
製
物
し
か
遺

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
本
人
以
外
の
他
者
か
ら
提
供
を
受
け
た

も
の
や
他
機
関
が
所
有
す
る
資
料
の
複
製
物
と
は
性
質
が
異
な
る
。 

つ
ま
り
、
森
田
友
和
関
係
資
料
は
、
森
田
に
よ
る
分
類
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ル
、
形
態
、
作
成
年
や
作
成
場
所
と
い
っ
た
項
目
か
ら
演
繹

的
に
主
題
分
類
で
き
る
資
料
群
で
は
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
森
田

個
人
と
い
う
主
体
を
中
心
に
、
幅
広
い
年
代
で
複
合
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
も
つ
資
料
群

で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
を
整
理
す
る
と
き
、
資
料
群
の
概
要
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
資

料
一
点
ご
と
の
詳
細
情
報
を
含
む
目
録
を
作
成
し
、
本
人
の
来
歴
を
ガ
イ
ド
と
し
て
付
す

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
た

一
二

。
細
目
録
の
作
成
で
は
、
仮
番
号
・
資
料
種
別
・
資
料
形
態
・

資
料
名
・
内
容
詳
細
・
年
代
注
記
な
ど
項
目
を
設
定
し
情
報
収
集
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
資
料
は
七
六
三
件
を
数
え
た

一
三

。 
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三

資
料
に
つ
い
て

本
章
で
は
資
料
の
構
成
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
資
料
形
態
ご
と
に
整
理
し
た
場
合
、
一
筆
箋
、
印
画
紙
、
折
り
加
工
紙
、
紙
袋
、
ガ

ラ
ス
乾
板
、
切
手
、
罫
紙
、
原
稿
用
紙
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
冊
子
、
更
半
紙
、
紙
片
、
ア
ル
バ

ム
、
収
入
印
紙
、
定
規
、
新
聞
（
切
抜
）
、
短
冊
、
地
図
、
荷
札
、
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、
は
が
き
・

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
抽
斗
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
便
箋
、
封
筒
、
フ
ォ
ト
フ
ォ
ル
ダ
、
プ
ラ
ケ
ー
ス
、

プ
ラ
袋
、
ペ
ー
パ
ー
フ
ァ
ス
ナ
ー
、
無
地
用
紙
、
名
刺
、
メ
モ
用
紙
、
ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
、
リ

ン
グ
フ
ァ
イ
ル
、
レ
バ
ー
フ
ァ
イ
ル
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
、
レ
ポ
ー
ト
箋
、
和
紙
、
封
筒
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
分
類
可
能
で
あ
る
。 

続
い
て
資
料
種
別
ご
と
の
整
理
で
は
、
会
誌
、
会
報
、
切
手
・
証
紙
、
広
報
、
雑
誌
、
雑

誌
記
事
、
事
業
報
告
書
、
自
筆
資
料
、
写
真
・
ア
ル
バ
ム
、
書
簡
、
書
籍
、
新
聞
、
新
聞
記

事
、
図
録
、
地
図
、
チ
ラ
シ
、
複
写
資
料
、
文
書
類
、
保
存
容
器
、
メ
モ
類
、
論
文
抜
刷
、

文
房
具
・
事
務
用
品
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
分
け
ら
れ
た
。 

こ
の
う
ち
書
籍
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
の
う
ち
移
民
関
係
書
籍
の
ほ
と
ん
ど
が
、
既
に
佐
川

町
立
図
書
館
へ
と
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
細
目
録
に
は
、
森
田
が
最
期
ま
で
所
有
し
て

い
た
移
民
関
係
の
貴
重
書
四
件
が
含
ま
れ
て
い
る

一
四

。『
在
伯
同
胞
活
動
実
況
大
寫
真
帖
』
は

そ
の
う
ち
の
一
件
で
あ
る
。
そ
の
他
の
資
料
種
別
に
つ
い
て
は
、
本
人
ま
た
は
親
族
宛
の
書

簡
や
写
真
・
ア
ル
バ
ム
を
筆
頭
に
、
筆
写
・
抜
書
資
料
、
文
書
類
の
な
か
に
森
田
が
作
成
し

た
と
み
ら
れ
る
Ｂ
５
判
ノ
ー
ト
や
森
田
ら
が
中
心
と
な
り
作
成
に
関
わ
っ
た
「
財
団
法
人
高

知
ブ
ラ
ジ
ル
協
会
設
立
趣
意
書
」
な
ど
、
原
本
性
の
あ
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以

外
に
は
、
森
田
が
後
年
に
集
め
た
、
も
し
く
は
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
複
製
物
や
、
そ
の
他

第
三
者
に
は
ご
く
一
般
的
な
個
人
の
所
有
物
と
と
れ
る
も
の
が
確
認
で
き
る
。 

つ
ぎ
に
、
主
題
別
の
構
成
に
触
れ
た
い
。
今
回
の
整
理
で
は
、
森
田
の
来
歴
を
年
代
別
に

捉
え
、
そ
こ
か
ら
大
ま
か
に
分
類
を
お
こ
な
っ
た
。
た
だ
し
、
写
真
ア
ル
バ
ム
な
ど
資
料

に
よ
っ
て
は
明
確
な
分
類
を
定
め
る
こ
と
が
難
し
く
、
Ａ
か
ら
Ｄ
の
い
く
つ
か
の
分
類
に

ま
た
が
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
記
述
は
各
分
類
ご
と
に
主
要
な
資
料
の
概
要

に
と
ど
め
、
背
景
に
か
か
る
説
明
は
四
章
に
詳
述
し
た
。 

Ａ 

ブ
ラ
ジ
ル
関
係
資
料 

ブ
ラ
ジ
ル
関
係
資
料
は
、
森
田
の
幼
少
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
家
族
関
係
の
資
料
、

と
く
に
一
九
四
一
年
の
日
本
帰
国
か
ら
戦
争
直
後
に
か
け
て
の
写
真
と
、
戦
後
も
ブ
ラ
ジ

ル
側
に
残
っ
た
森
田
の
長
兄
・
長
姉
家
族
に
関
係
し
た
写
真
を
含
む
。
主
要
な
も
の
に
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
家
族
や
友
人
・
知
人
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
、
戦
前
ま
た
は
戦
争
直

後
の
写
真
が
収
め
ら
れ
た
「
森
田
友
和
旧
蔵
ア
ル
バ
ム
」
が
あ
る
。
ア
ル
バ
ム
に
は
、
帰

国
間
近
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
ト
ス
港
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
送
迎
会
の
写
真
、
さ
ら
に
帰

朝
船
「
も
ん
て
び
で
お
丸
」
の
甲
板
上
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
や
そ
こ
に
乗
り
合
わ
せ
た
人

び
と

一
五

の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
写
真
か
ら
は
、
帰
国
後
の
森
田
の
活
動
に
関

係
す
る
人
物

一
六

の
姿
も
確
認
で
き
、
森
田
を
取
り
巻
く
人
間
関
係
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。 

Ｂ 

高
知
で
の
活
動
に
関
す
る
資
料 

次
に
、
高
知
で
の
活
動
に
関
す
る
資
料
は
、
森
田
が
代
用
教
員
な
ら
び
に
貿
易
協
会
の

嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
、
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
経
て
、
上
京
す
る
ま
で
の

森
田
の
活
動
に
関
す
る
資
料
で
あ
る
。 

Ｂ−
 

文
通
関
係
（
書
簡
類
） 

主
と
し
て
一
九
四
六
年
〜
一
九
五
二
年
に
亘
る
文
通
活
動
で
残
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
。

書
簡
は
五
六
通
の
所
在
が
確
認
で
き
、
森
田
本
人
ま
た
は
家
族
宛
に
ブ
ラ
ジ
ル
側
か
ら
送

付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
森
田
本
人
の
書
簡
の
写
し
は
残
っ
て
い
な
い
。 

Ｂ−
 

水
野
龍
関
係
資
料 

主
と
し
て
一
九
四
七
前
後
〜
一
九
五
〇
年
に
か
け
て
の
水
野
龍
と
の
親
交
お
よ
び
再

渡
伯
へ
の
協
力
に
関
係
す
る
資
料
で
あ
る
。
水
野
龍
は
一
九
〇
八
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を

初
め
て
手
が
け
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
関
連
す
る
重
要
資
料
に
は
、
佐
川
町
立
青
山

文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
水
野
の
直
筆
書
簡
（
カ
ー
ボ
ン
複
写
）
が
あ
る
。
森
田
友
和
関
係
資

料
に
は
直
筆
書
簡
と
同
時
代
の
資
料
と
し
て
水
野
と
森
田
の
写
真
の
ほ
か
、
一
九
五
〇
年

に
水
野
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
再
渡
航
を
果
た
す
前
の
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
原

資
料
の
多
く
が
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
後
年
、
森
田
ま
た
は
筆
者
に
よ
っ
て
複
製

さ
れ
た
資
料
に
そ
れ
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
、
後
年
寄
贈
を
受
け
て
所
有
し
て
い
た

ⅠⅡ
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と
思
わ
れ
る
資
料
を
含
む
。 

Ｂ−
 

ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
関
係
資
料 

主
と
し
て
一
九
四
八
年
〜
一
九
五
二
年
に
活
動
し
て
い
た
、
戦
前
期
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
日

本
へ
帰
国
ま
た
は
渡
航
し
て
い
た
青
年
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ

ブ
に
関
係
す
る
資
料
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
は
、
森
田
ら
六
名
が
代
表
を
務
め
、

嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
高
知
県
貿
易
協
会
に
住
所
が
置
か
れ
た
。
主
要
な
資
料

に
は
、
森
田
を
含
む
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
員
や
、
ク
ラ
ブ
の
斡
旋
で
再
度
ブ
ラ
ジ
ル
へ

渡
航
す
る
人
物
を
撮
し
た
写
真
、
こ
れ
ら
写
真
を
収
め
た
ア
ル
バ
ム
、
当
時
の
高
知
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
な
ど
が
残
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
「
高
知
ブ
ラ
ジ
ル
協
会
設
立
趣
意

書
」
や
「
高
知
県
海
外
協
会
設
立
趣
意
書
」
な
ど
五
つ
の
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
文
書
類
の
な
か
に
は
、
森
田
ら
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
存
在
す
る
。 

Ｂ−
 

西
原
清
東
顕
彰
関
係
資
料 

主
と
し
て
一
九
六
〇
年
〜
一
九
六
四
年
頃
に
か
け
て
の
西
原
清
東
顕
彰
運
動
に
関
す

る
資
料
で
あ
る
。
西
原
清
東
は
高
知
県
出
身
の
代
議
士
、
同
志
社
社
長
な
ど
を
経
て
渡
米

後
、
テ
キ
サ
ス
で
西
原
農
場
を
開
設
、
米
作
で
成
功
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
主
要

な
資
料
に
は
、
西
原
清
東
研
究
の
た
め
森
田
が
作
成
し
た
Ｂ
５
判
ノ
ー
ト
や
原
稿
用
紙
の
ほ

か
、「
西
原
清
東
伝
記
分
類
」
と
題
さ
れ
た
研
究
会
発
表
用
の
プ
リ
ン
ト
、
そ
の
と
き
に
撮
影

さ
れ
た
写
真
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
西
原
清
東
の
顕
彰
運
動
に
関
係
し
、

西
原
農
場
で
働
い
た
経
験
の
あ
る
片
岡
光
清

一
七

か
ら
譲
り
受
け
た
と
思
わ
れ
る
資
料
が

含
ま
れ
る
。
譲
渡
資
料
の
中
に
は
、
西
原
清
東
の
肖
像
写
真
（
紙
焼
き
と
ガ
ラ
ス
乾
板
）

を
は
じ
め
と
す
る
写
真
類
、
片
岡
に
よ
る
手
稿
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
九
六

三
年
一
二
月
に
土
佐
市
で
開
催
さ
れ
た
西
原
清
東
頌
徳
碑
除
幕
式
の
様
子
や
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
来
日
し
た
西
原
正
顕

一
八

夫
妻
を
撮
し
た
写
真
な
ど
が
残
さ
れ
る
。 

Ｃ 

二
〇
〇
八
年
以
降
の
活
動
に
関
す
る
資
料 

森
田
は
二
〇
〇
七
年
の
初
め
頃
、
関
東
地
方
か
ら
故
郷
で
あ
る
高
知
県
に
転
居
し
て
い

る
。
こ
こ
に
は
、
お
も
に
二
〇
〇
八
年
以
降
の
活
動
と
関
係
し
て
蒐
集
ま
た
は
作
成
さ
れ

た
資
料
を
分
類
し
て
い
る
。
森
田
が
訪
問
先
で
撮
影
し
た
写
真
や
、
訪
問
先
で
の
蒐
集
資

料
、
新
聞
記
事
、
メ
モ
、
研
究
者
な
ど
か
ら
提
供
を
受
け
た
資
料
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

Ａ
や
Ｂ
に
分
類
し
た
複
製
資
料
で
、
二
〇
〇
八
年
以
降
の
活
動
に
関
連
し
て
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
重
複
し
て
Ｃ
に
分
類
し
た
。 

Ｄ 

そ
の
他
の
資
料 

こ
こ
に
は
、
Ａ
か
ら
Ｃ
の
分
類
に
属
さ
な
い
も
の
、
現
段
階
で
脈
略
の
不
明
な
メ
モ
や

写
真
、
チ
ラ
シ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
会
報
な
ど
の
逐
次
刊
行
物
、
企
画
展
の
案
内
や
図
録
、

新
聞
記
事
、
文
献
等
の
複
写
物
、
さ
ら
に
は
文
房
具
類
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
「
雑
録
」
と

も
い
え
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
一
九
六
〇
年
初
頭
に
東
京
都
内
で
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
森
田
の
写
真
や
、
一
九
七
六
年
〜
二
〇
〇
五
年
に
か
け
て
森
田
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
航
し

た
際
に
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
写
真
・
ア
ル
バ
ム
、
二
〇
〇
八
年
以
降
に
撮
影
さ
れ
て

い
る
が
活
動
と
は
無
関
係
と
考
え
ら
れ
る
写
真
な
ど
も
Ｄ
に
含
め
た
。 

以
上
、
資
料
の
構
成
に
つ
い
て
資
料
形
態
、
資
料
種
別
、
主
題
別
に
そ
れ
ぞ
れ
概
略
を
述

べ
て
き
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
主
題
別
に
よ
る
分
類
は
資
料
に
よ
っ
て
は
複
数
の
分
類

に
ま
た
が
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
資
料
が
森
田
を
中
心
に
幅
広
い
年
代
で
複
数
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
を
有
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
の

う
ち
、
と
く
に
Ｂ
・
Ｃ
（
Ｄ
）
を
理
解
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
と
し
て
、
残
さ
れ
た
資
料
と

聞
き
取
り
デ
ー
タ
か
ら
把
握
で
き
る
森
田
の
活
動
歴
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

四

森
田
の
活
動
歴

森
田
の
活
動
は
、
大
ま
か
に
一
九
四
六
年
―
一
九
六
四
年
頃
に
か
け
て
の
活
動
（
①

〜
④
）
と
二
〇
〇
八
年
以
降
の
活
動
（
⑤
）
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

①
ブ
ラ
ジ
ル
関
係
者
と
の
文
通
の
開
始
：
一
九
四
六
年—

一
九
五
二
年
（
Ｂ−

） 

森
田
の
活
動
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
点
の
一
つ
め
は
、
敗
戦
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
る
一
九
五
二
年
ま
で
の
期
間
に
、
在
ブ
ラ
ジ
ル
関
係
者
と
の
間
で

ⅢⅣ

Ⅰ
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積
極
的
な
文
通
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
九
月
の
外
国
郵
便
の
再
開
と

と
も
に
、
同
年
一
〇
月
に
は
、
早
く
も
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
大
平
清
実
か
ら
同
郷
者
に
宛
て

た
書
簡
が
届
い
て
い
る
。
差
出
人
の
大
平
清
実
は
、
森
田
と
同
じ
波
介
村
出
身
の
移
民
で
、

当
時
、
コ
チ
ア
産
業
組
合
中
央
出
張
所
所
長
で
あ
り
、
後
に
下
元
健
吉
の
跡
を
継
ぎ
専
務

理
事
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
森
田
が
暮
ら
し
て
い
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
の
高
知
県
出
身

者
に
と
っ
て
は
現
地
で
活
躍
す
る
先
輩
の
一
人
で
あ
っ
た
。
大
平
の
手
紙
か
ら
は
、
同
郷

者
に
向
け
て
日
本
の
現
状
を
気
遣
う
と
と
も
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
情
況
を
知
ら
せ
る
旨
の
内

容
が
確
認
で
き
る

一
九

。
ま
た
、
一
九
四
七
年
五
月
に
は
、
同
様
の
内
容
で
森
田
が
帰
国
す

る
際
、
引
率
者
で
あ
っ
た
馬
場
謙
介
か
ら
の
書
簡
が
父
国
治
宛
に
届
い
て
い
る

二
〇

。
馬
場

は
移
民
二
世
と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
内
陸
部
の
東
京
植
民
地
に
生
ま
れ
、
外
務
省
留
学
生

と
し
て
板
橋
師
範
学
校
（
現
・
東
京
学
芸
大
学
）
に
留
学
、
そ
の
後
商
社
勤
務
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
分
野
で
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
戦
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
国
で
き
な
く
な
っ

た
移
民
二
世
の
帰
国
促
進
運
動
の
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た

二
一

。 

こ
れ
ら
書
簡
に
森
田
は
い
ち
早
く
反
応
し
返
事
を
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
四
七

年
一
〇
月
二
日
以
降
、
森
田
宛
の
書
簡
は
筆
者
が
撮
影
し
た
も
の
だ
け
で
九
〇
通

二
二

あ
り
、

大
平
は
じ
め
ブ
ラ
ジ
ル
側
と
の
書
簡
の
や
り
取
り
は
一
九
五
二
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
と

く
に
、
太
平
洋
戦
争
終
結
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
で
は
「
勝
ち
組
・
負
け
組
抗
争
」
と

呼
ば
れ
る
日
本
人
移
民
間
で
の
対
立
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
戦
時
中
、
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
の
人
口
の
急
激
な
増
加
に
と
も
な
い
著
し
い
成
長
を
遂
げ
て
い
た
コ
チ
ア
産
業
組

合
は
、
こ
の
混
乱
に
お
い
て
認
識
運
動

二
三

の
旗
振
り
役
を
担
っ
て
い
る
。
大
平
は
、
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
、
慰
問
物
資
の
正
確
な
配
送
と
と
も
に
、
郷
里
高
知
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
の

同
胞
へ
向
け
て
日
本
敗
戦
の
正
確
な
情
報
を
親
族
に
向
け
て
送
っ
て
欲
し
い
と
書
簡
の

な
か
で
頼
ん
で
い
る

二
四

。
森
田
は
ブ
ラ
ジ
ル
側
と
の
や
り
取
り
を
重
ね
る
な
か
で
積
極
的

に
高
知
新
聞
へ
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る

二
五

。
と
く
に
後
述
③
の
活
動
に
関
す
る
や
り
取

り
も
含
め
て
、
森
田
に
よ
る
文
通
は
、
私
的
な
内
容
の
や
り
取
り
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ

公
的
な
情
報
共
有
を
担
う
者
と
し
て
の
役
目
を
意
識
し
て
い
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

②
水
野
龍
と
の
親
交
及
び
ブ
ラ
ジ
ル
再
渡
航
へ
の
協
力
：
一
九
四
七
年
頃
カ—

一
九
五
〇

年
（
Ｂ−

） 

二
つ
め
は
、
水
野
龍
と
の
親
交
と
ブ
ラ
ジ
ル
再
渡
航
へ
の
関
与
で
あ
る
。 

水
野
龍
は
、
高
知
県
高
岡
郡
佐
川
町
出
身
。
一
九
〇
八
年
に
「
笠
戸
丸
」
移
民
を
送
り

出
し
た
皇
国
殖
民
合
資
会
社
の
創
設
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
水
野
は
一
九
三

七
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
パ
ラ
ナ
州
ポ
ン
タ
・
グ
ロ
ッ
サ
に
「
コ
ロ
ニ
ア
・
ア
ル
ボ
ラ
ー
ダ
（
土

佐
村
）
」
を
建
設
、
不
足
す
る
資
金
調
達
の
必
要
か
ら
、
一
九
四
一
年
、
日
本
へ
と
一
時

帰
国
し
、
直
後
に
戦
争
が
始
ま
っ
た
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
れ
ず
に
故
郷
の
高
知
に
滞
在
し

て
い
た

二
六

。
森
田
は
、
予
て
よ
り
両
親
か
ら
帰
国
の
際
に
水
野
と
同
船
で
あ
っ
た
こ
と
を

聞
か
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
敗
戦
後
の
新
聞
報
道
で
水
野
の
所
在
を
知
り
、
高
知
市
小
石

木
の
種
田
家

二
七

に
滞
在
す
る
水
野
を
訪
ね
て
い
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
水
野
は
ブ
ラ
ジ

ル
に
残
し
て
き
た
息
子
と
同
じ
歳
で
あ
っ
た
森
田
の
訪
問
を
と
て
も
喜
ん
で
迎
え
て
く

れ
た
と
い
い
、
以
後
、
水
野
が
日
本
を
発
つ
ま
で
の
間
、
親
交
を
深
め
て
い
る
。
日
伯
協

会
の
常
任
理
事
を
務
め
た
原
梅
三
郎
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
、
原
の
も
と
に
水

野
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
再
渡
航
を
懇
願
す
る
旨
の
書
簡
が
届
き
、
原
は
高
知
ま
で
水
野
を

訪
ね
て
い
る
。
そ
の
後
の
経
緯
と
し
て
、
原
の
呼
び
か
け
と
同
年
三
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
日

系
社
会
で
龍
翁
帰
伯
後
援
会
（
以
下
、
龍
翁
会
）
が
結
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
二
八

。
原
を
は
じ
め
、
東
京
な
ら
び
に
高
知
の
旧
知
、
高
知
県
知
事
、
さ
ら
に
龍
翁
会
と

い
っ
た
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
双
方
の
支
援
を
受
け
、
水
野
は
一
九
五
〇
年
五
月
に
ブ
ラ
ジ
ル

へ
再
渡
航
を
果
た
し
て
い
る
。
森
田
の
資
料
に
は
、
一
九
五
〇
年
三
月
に
高
知
商
工
会
議

所
で
開
か
れ
た
水
野
龍
の
送
別
会
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
が
残
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

水
野
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
航
す
る
際
、
森
田
は
高
知
か
ら
神
戸
を
経
て
東
京
滞
在
ま
で
を
同

行
二
九

、
高
知
港
出
港
の
様
子
は
高
知
新
聞
に
紹
介

三
〇

さ
れ
て
い
る
。 

③
「
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
」
代
表
と
し
て
の
活
動
：
一
九
四
八
年—

一
九
五
二
年
（
Ｂ

Ⅱ
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三
つ
め
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。 

ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
は
、
一
九
四
八
年
九
月
、
森
田
と
同
じ
く
戦
前
に
帰
国
（
「
帰

朝
」
と
よ
ば
れ
た
）
ま
た
は
渡
航
し
、
戦
時
中
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
残
っ
た
家
族
と
離
れ
て
暮

ら
す
青
年
た
ち
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
は
、
森

田
が
嘱
託
を
勤
め
て
い
た
高
知
県
貿
易
協
会
内
に
住
所
が
置
か
れ
、
代
表
は
森
田
ら
が
務

め
て
い
た
。
主
な
活
動
は
、
占
領
期
に
あ
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
航
ま
た
は
帰
国
（
「
帰
伯
」

と
呼
ば
れ
た
）
を
目
指
す
青
年
の
支
援
な
ら
び
に
日
本
へ
一
時
帰
国
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

と
の
情
報
交
換
や
物
品
の
や
り
取
り
に
あ
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
点
は
、
東
京
で
ブ
ラ
ジ
ル

日
系
二
世
の
集
い
で
あ
る
「
南
桜
会
」
を
結
成
し
た
と
さ
れ
る
馬
場
謙
介
（
森
田
の
帰
国

時
の
引
率
者
）
や
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
と
の
間
で
生
き
別
れ
に
な
っ
て
い
た
二
世
ら
の
世

話
を
し
て
い
た
組
織
「
青
空
会
」
代
表
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
青
空

会
代
表
は
、
広
島
に
い
る
二
世
が
帰
国
の
準
備
を
進
め
て
い
る
も
の
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
い
る

両
親
が
「
勝
ち
組
」
で
あ
る
た
め
、
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
か
ら
様
子

を
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
森
田
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る

三
一

。 

ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
の
名
称
は
、
一
九
五
〇
年
一
月
一
〇
日
付
か
ら
一
九
五
二
年
三

月
一
一
日
付
に
至
る
期
間
、
高
知
新
聞
の
紙
面
に
た
び
た
び
登
場
し
て
お
り
、
一
九
五
〇

年
三
月
に
は
、
コ
チ
ア
産
業
組
合
の
依
頼
で
南
国
高
知
産
業
大
博
覧
会
へ
出
品
物
を
斡
旋

し
て
い
る
他
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
一
時
帰
国
し
た
高
知
県
出
身
者
に
記
録
映
画
な
ど
物
品
の

引
き
渡
し
を
お
こ
な
っ
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
そ
の
後
も
、
大
平
清
実
を
介
し
た
ブ
ラ

ジ
ル
側
の
情
報
の
伝
達
や
、
近
親
者
の
呼
び
寄
せ
の
た
め
帰
国
し
た
移
民
に
対
し
高
知
新

聞
社
主
催
で
座
談
会
を
実
施
す
る
等
活
動
が
確
認
で
き
る

三
二

。 

な
お
、
一
九
五
二
年
一
月
二
十
九
日
付
の
高
知
新
聞
か
ら
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ

が
「
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）
講
和
条
約
批
准
を
機
会
に
解
散
」
、
「
今
後
さ
ら
に
強
力
な

組
織
「
海
外
協
会
」
（
仮
称
）
の
誕
生
を
計
画
し
て
い
る
」
こ
と
が
わ
か
る

三
三

。
今
回
、

自
由
民
権
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
に
は
、
「
高
知
ブ
ラ
ジ
ル
協
会
設
立
趣
意
書
」
二

点
の
ほ
か
、「
高
知
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
代
表
」
と
六
名
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
文
書
、

「
財
団
法
人 

高
知
ブ
ラ
ジ
ル
協
会
寄
附
行
為
」
、「
会
員
及
び
賛
助
員
規
定
」
、「
高
知
県

海
外
協
会
設
立
趣
意
書
」
（
計
六
点
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
高
知
ブ
ラ
ジ
ル

協
会
設
立
趣
意
書
に
は
、
「
文
化
の
使
徒
と
し
て
祖
国
に
留
学
せ
し
い
わ
ゆ
る
伯
国
二
世

た
ち
」
が
「
そ
の
特
殊
な
立
場
と
責
務
を
痛
感
し
、
先
に
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
を
結
成
」

し
た
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
文
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
多

い
が
、
高
知
ブ
ラ
ジ
ル
協
会
の
設
立
に
向
け
た
動
き
に
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
が
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

三
四

。 

④
西
原
清
東
顕
彰
に
か
か
る
活
動
：
一
九
六
〇
年
頃
カ—

一
九
六
四
年
（
Ｂ−

） 

四
つ
め
は
、
西
原
清
東
顕
彰
に
か
か
る
活
動
で
あ
る
。 

森
田
は
ク
ラ
ブ
解
散
後
も
し
ば
ら
く
は
代
用
教
員
な
ら
び
に
貿
易
協
会
の
嘱
託
と
し

て
働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
五
三
年
以
降
の
森
田
に
関
す
る
情
報
は
乏
し
く
、
そ

の
後
の
動
向
は
不
明
な
点
も
多
い
が
、
本
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
森
田
が
二
十
七
歳
の
時

（
一
九
五
七
年−

一
九
五
八
年
頃
）
、
高
知
を
離
れ
て
上
京
、
カ
メ
ラ
関
係
の
会
社
に
就

職
し
た
前
後
の
一
九
六
二
年
に
は
新
宿
区
西
落
合
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た

だ
、
上
京
後
も
森
田
は
た
び
た
び
高
知
に
帰
省
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
間
に
も
、
ブ
ラ

ジ
ル
に
留
ま
ら
な
い
郷
里
の
「
移
民
」
関
係
者
と
連
絡
を
取
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
一
九
六
〇
年
六
月
二
五
日
に
土
佐
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た
「
郷
土
史
研
究

会
の
六
月
例
会
」
に
は
森
田
が
西
原
清
東
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、

郷
土
史
研
究
会
会
長
の
馬
渕
重
馬

三
五

の
依
頼
で
研
究
報
告
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
報
告
で

森
田
は
自
身
の
研
究
成
果
を
発
表
。
こ
の
と
き
作
成
し
た
「
西
原
清
東
伝
記
分
類
」
と
題

さ
れ
る
ガ
リ
版
刷
り
の
プ
リ
ン
ト
が
資
料
群
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

西
原
清
東
は
、
高
知
県
高
岡
郡
出
間
村
出
身
。
立
志
学
舎
、
神
田
茂
松
学
校
で
学
ん
だ

後
、
司
法
代
言
人
（
弁
護
士
）
、
代
議
士
、
同
志
社
社
長
な
ど
を
経
て
渡
米
、
テ
キ
サ
ス

で
西
原
農
場
を
開
設
、
南
部
一
帯
に
米
作
産
業
を
興
し
、
後
に
「
ラ
イ
ス
・
キ
ン
グ
」
と

Ⅲ

Ⅳ
࢛
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呼
ば
れ
た
人
物
で
あ
る
。
西
原
清
東
顕
彰
す
る
動
き
は
、
一
九
六
四
年
発
行
の
伝
記
『
巨

人 
西
原
清
東
』
に
確
認
で
き
る

三
六

。
を
伝
記
を
発
行
し
た
西
原
清
東
先
生
頌
徳
碑
建
設

期
成
会
（
以
下
、
期
成
会
）
に
よ
っ
て
一
九
五
五
年
以
降
に
顕
彰
活
動
が
開
始
さ
れ
、
一

九
六
三
年
一
月
に
は
土
佐
市
内
に
頌
徳
碑
が
完
成
、
一
二
月
に
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る

三
七

。
伝
記
は
、
毎
日
新
聞
記
者
を
勤
め
た
猪
野
正
義
が
期
成
会
か
ら
依
嘱
さ
れ
執
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。
森
田
の
証
言
に
よ
る
と
、
伝
記
を
執
筆
し
た
猪
野
は
、
森
田
が
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
帰
国
す
る
際
の
引
率
者
の
一
人
で
あ
っ
た
猪
野
博
の
お
じ
に
あ
た
る
人
物
で

あ
っ
た
。
伝
記
の
序
文
に
は
当
時
の
土
佐
市
長
で
あ
り
期
成
会
会
長
の
山
本
信
光
の
他
、

元
外
交
官
で
書
生
時
代
に
西
原
と
親
交
の
あ
っ
た
野
田
良
治

三
八

、
さ
ら
に
、
長
兄
が
笠
戸

丸
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
り
、
自
身
も
渡
米
後
、
西
原
農
場
で
働
い
た
経
験
の
あ
る

片
岡
光
清
の
三
名
が
寄
稿
し
て
い
る
。
片
岡
光
清
、
猪
野
正
義
が
森
田
の
発
表
し
た
研
究

会
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。 

⑤
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
」
へ
の
参
加
以
降
の
活
動
：
二
〇
〇
八
年—

二

 

〇
〇
九
年
（
Ｃ
＋
Ｄ
） 

五
つ
目
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
に
あ
わ
せ
た
渡
伯
と
そ
の
後
の
活
動
で
あ
る
。 

二
〇
〇
八
年
六
月
四
日
、
森
田
は
生
涯
最
後
と
な
る
五
度
目
の
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航

三
九

を
果

た
す
。
こ
の
年
は
、
神
戸
港
を
出
帆
し
た
笠
戸
丸
が
一
九
〇
八
年
六
月
一
八
日
に
サ
ン
ト

ス
港
に
到
着
し
て
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
日
伯
両
国
で
数
多
く
の
記
念
行
事

が
催
さ
れ
て
い
た
。
興
味
深
い
の
は
現
地
邦
字
紙
『
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
』
の
六
月
二
八
日
付

な
ら
び
に
七
月
三
一
日
付
の
二
面
記
事
に
森
田
の
こ
と
が
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る

四
〇

。
六
月
二
八
日
付
の
記
事
か
ら
は
森
田
の
渡
航
の
目
的
が
水
野
龍
の
「
良
く
な
い

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
高
知
県

知
事
に
よ
る
水
野
龍
の
墓
参
を
実
現
さ
せ
。
水
野
に
対
す
る
コ
ロ
ニ
ア
内
で
の
否
定
的
評

価
を
払
拭
、
そ
の
名
誉
を
回
復
す
る
こ
と
。
そ
し
て
帰
国
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
高
知
県

内
で
の
企
画
展
に
向
け
た
準
備
で
あ
る
。
水
野
は
一
九
〇
八
年
、
笠
戸
丸
移
民
を
引
率
し
た

人
物
と
し
て
「
移
民
の
祖
」
と
称
さ
れ
る
一
方
で
、
移
民
事
業
の
失
敗
や
預
か
り
金
問
題
に

よ
っ
て
、
日
系
社
会
で
は
長
ら
く
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
た

四
一

。
七
月
三
一
日
付
の
記
事

に
は
、
森
田
が
「
生
前
の
水
野
氏
と
会
っ
た
唯
一
の
生
き
証
人
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
水
野

が
家
族
・
親
戚
宛
に
書
き
送
っ
た
手
紙
の
コ
ピ
ー
を
持
参
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
〇
〇
九
年
八
月
二
五
日
付
の
高
知
新
聞
に
は
、
森
田
が
こ
の
と
き
持
参
し
た
五
〇
〇
枚

に
及
ぶ
水
野
の
カ
ー
ボ
ン
複
写
の
書
簡
群
と
毛
筆
の
色
紙
が
佐
川
町
立
青
山
文
庫
に
寄

贈
さ
れ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
記
事
に
は
森
田
が
「
龍
が
日
本
に
帰
国
中
の
戦
中

戦
後
の
九
年
間
、
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
が
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
る
直
前
の
龍
か
ら

「
い
つ
か
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
手
紙
類
を
託
さ
れ
た
」
と
あ
り
、
ま
た
寄
贈
に
よ
っ
て

「
肩
の
荷
が
下
り
た
。
新
し
い
世
代
の
研
究
に
期
待
し
た
い
」
と
「
安
堵
（
あ
ん
ど
）
し

た
表
情
」
を
浮
か
べ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

四
二

。 

そ
の
後
も
森
田
は
筆
者
を
含
め
移
民
に
関
心
の
あ
る
学
生
や
研
究
者
へ
調
査
協
力
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
三
日
に
提
出
さ
れ
た
卒
業
論
文

四
三

へ
の
協
力
を
は
じ
め
、
二
〇
一
一
年
に
神
戸
市
の
「
海
外
移
住
と
文
化
の
交
流
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
交
流
セ
ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
へ
の
調
査
協
力

四
四

、
二
〇
一
六
年
に

は
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
寺
尾
紗
穂
に
よ
る
連
載
記
事
に
「
水
野
の
実
際
と
功
績
を
訴
え
た
」

人
と
し
て
、
森
田
の
紹
介
と
語
り
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

四
五

。
さ
ら
に
二
〇
一
七
年
か

ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
神
戸
か
ら
世
界
へ
、

世
界
か
ら
神
戸
へ
！
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
船
上
体
験
：
神
戸
開
港
か
ら
世
界
一
周
航
路
ま
で
」

で
は
幼
少
期
の
森
田
の
経
験
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
企
画
展
の
監
修
に

あ
た
っ
た
根
川
幸
男
に
よ
る
森
田
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
成
果
は
、
前
掲
の
企
画
展
の
み

な
ら
ず
、
根
川
（
二
〇
二
三
）
な
ど

四
六

に
結
実
さ
れ
て
い
る
。 

五

む
す
び
に
か
え
て

さ
て
、
戦
前
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
日
本
移
民
の
家
族
が
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
敵
味
方
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に
分
か
れ
た
太
平
洋
戦
争
を
は
さ
ん
で
長
期
間
に
亘
っ
て
分
断
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、

珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
森
田
自
身
も
そ
こ
に
巻
き
こ
ま
れ
た
典
型
と
い
え
る
存
在

で
あ
る
。
し
か
し
当
然
な
が
ら
そ
の
経
験
を
し
た
者
が
そ
れ
を
ど
う
受
け
止
め
、
そ
の
後

の
人
生
に
ど
う
位
置
付
け
て
生
き
た
か
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
森
田
は
、
戦

後
日
本
で
暮
ら
し
た
七
〇
年
以
上
、
一
貫
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
積

極
的
に
引
き
受
け
て
生
き
た
と
い
う
意
味
で
特
徴
的
な
人
物
と
い
え
る
。
森
田
は
あ
る
種

使
命
感
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
経
験
者
と
い
う
旗
を
自
ら
高
々
と
掲

げ
、
研
究
者
と
も
積
極
的
に
交
わ
っ
た
。
そ
の
結
果
森
田
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
研
究
の
貴

重
な
情
報
提
供
者
と
し
て
研
究
者
の
間
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
森
田
の
持
つ
写
真
な

ど
一
部
の
資
料
や
語
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
上
に
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
「
子
ど

も
移
民
の
記
憶
」
や
「
カ
フ
ェ
ー
・
パ
ウ
リ
ス
タ
」
な
ど
、
調
査
者
の
関
心
に
沿
っ
た
調

査
か
ら
得
ら
れ
た
証
言
デ
ー
タ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
本
稿
が
紹
介
し
て
き
た
資

料
や
森
田
の
活
動
歴
は
、
森
田
が
筆
者
と
と
も
に
自
ら
の
人
生
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
振
り
返

る
な
か
で
残
さ
れ
た
資
料
だ
と
言
え
る
。
森
田
は
筆
者
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
、
自
ら

過
去
の
記
録
を
掘
り
起
こ
し
、
新
聞
記
事
や
雑
誌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
収
集
し
、
さ

ら
に
は
そ
れ
ら
を
博
物
館
な
ど
へ
の
寄
贈
と
い
う
か
た
ち
で
残
す
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の

資
料
群
に
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
研
究
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
き
た
も
の
と

は
別
の
視
点
や
論
点
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

今
回
の
資
料
整
理
は
筆
者
が
調
査
者
と
し
て
調
査
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
得
た
知

見
や
情
報
を
整
理
し
、
地
域
に
還
元
す
る
と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
四

年
に
筆
者
が
調
査
し
た
際
は
、
あ
く
ま
で
森
田
と
資
料
の
研
究
利
用
に
つ
い
て
合
意
形
成

を
お
こ
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
資
料
が
地
域
の
資
料
保
存
機
関
に
保
管
さ
れ
、
保
存

か
ら
公
開
、
利
用
ま
で
を
視
野
に
整
理
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
さ
ら
に
は
自
ら
が
整
理
を

す
る
と
い
う
立
場
に
な
る
、
と
い
う
発
想
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
一
調
査
者

と
し
て
、
そ
の
成
果
を
論
文
と
い
う
か
た
ち
で
の
み
発
表
す
る
の
で
は
な
く
、
目
録
の
作

成
や
本
稿
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
調
査
過
程
で
得
た
情
報
と
と
も
に
記
録
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
筆
者
が
調
査
を
通
じ
て
得
た
資
料
（
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）
に
つ
い
て
も
単
な
る
複
製
物
で
は
な
く
、
後
続
の
研
究
者
が
依
拠
す
る

資
料
の
一
部
と
し
て
、
い
ず
れ
こ
の
資
料
群
に
加
え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

（
む
ら
な
か
だ
い
じ
ゅ 

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
） 
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研
究
会
編
（
二
〇
二
四
）
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
用
語
辞
典
』
柏
書

房
株
式
会
社 

猪
野
正
義
（
一
九
六
四
）
『
巨
人 

西
原
清
東
』
西
原
清
東
先
生
頌
徳
碑
建
設
期
成
会 

一
般
財
団
法
人
日
伯
協
会
編
（
二
〇
一
七
）
『
神
戸
か
ら
世
界
へ
、
世
界
か
ら
神
戸
へ
！

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
船
上
体
験 

神
戸
開
港
か
ら
世
界
一
周
航
路
ま
で
』
［
図
録
］ 

一
般

財
団
法
人
日
伯
協
会 

高
知
商
工
会
議
所
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
一
九
九
一
）『
高
知
商
工
会
議
所

百
年
史−

高
知
県
経
済 

一
世
紀
の
歩
み−

』
高
知
商
工
会
議
所 

国
立
国
会
図
書
館
（
発
表
年
不
明
）「
第
六
章 

日
系
社
会
の
分
裂
対
立
（
一
）
勝
ち
組
と
負

け
組
」『
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
一
〇
〇
年
』〈h

ttp
s://w

w
w

.n
d

l.g
o

.jp
/b

rasil/s6
/s6

_1
.h

tm
l

〉 

佐
川
町
立
青
山
文
庫
編
（
二
〇
一
九
）『
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
父 

水
野
龍
〜
〝
舞
楽
而
留
〟

へ
の
旅
〜
』
［
図
録
］ 

佐
川
町
立
青
山
文
庫 

清
水
邦
俊
（
二
〇
一
九
）
「
文
書
整
理
の
流
れ
と
人
文
研
の
個
人
資
料
に
つ
い
て
」

〈h
ttp

s://w
w

w
.ce

n
b

.o
rg

.b
r/a

rticle
s/d

isp
lay

/4
4

7
〉 

清
水
邦
俊
（
二
〇
二
四
）
「
個
人
文
書
に
お
け
る
概
要
調
査
の
実
践
研
究−

サ
ン
パ
ウ
ロ

人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
の
個
人
文
書
を
事
例
に−

」
『
ア
ー
カ
イ
ブ
学
研
究
』
第
四
〇
号

［
抜
刷
］ 

竹
内
四
郎
編
（
一
九
五
一
）
『
昭
和
２
６
年
版 

高
知
縣
商
工
案
内
』
社
団
法
人
高
知
県

商
工
会
議
所 

寺
尾
紗
穂
（
二
〇
一
六
）
「
カ
フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
と
ブ
ラ
ジ
ル
移
民 

そ
の
２
〜
そ
の

４
」
『
花
椿 

銀
座
時
空
散
歩
』
資
生
堂
［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載
記
事
］

〈h
ttp

s://h
a
n

atsu
b

ak
i.sh

ise
id

o
.co

m
/

jp
/g

in
za

/2
1

4
/

〉

〈h
ttp

s://h
a
n

atsu
b

ak
i.sh

ise
id

o
.co

m
/jp

/g
in

za
/2

2
9

/

〉

〈h
ttp

s://h
a
n

atsu
b

ak
i.sh

ise
id

o
.co

m
/jp

/g
in

za
/2

3
9

/

〉 

根
川
幸
男
（
二
〇
二
三
）
『
移
民
船
か
ら
世
界
を
み
る
：
航
路
体
験
を
め
ぐ
る
日
本
近
代

史
』
、
一
般
財
団
法
人 

法
政
大
学
出
版
会 

根
川
幸
男
（
二
〇
一
六
）
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
移
民
の
教
育
史
』
み
す
ず
書
房 

馬
場
謙
介
（
一
九
九
九
）
『
故
郷
な
き
郷
愁
』
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
文
化
協
会
・
ニ
ッ
ケ
イ
新

聞
社 

原
梅
三
郎
（
一
九
六
二
）
『
ブ
ラ
ジ
ル
を
語
る
』
五
二
出
版 

村
中
大
樹
（
二
〇
一
九
）
「
高
知
か
ら
耕
地
へ
、
そ
し
て
コ
チ
ア
へ−

「
伯
剌
西
爾
行
移

民
名
簿
」
に
み
る
高
知
県
渡
航
許
可
移
民
の
傾
向−

」
『
人
文
研
』
Ｎ
ｏ
．
８ 

サ
ン
パ

ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所 

村
中
大
樹
（
二
〇
二
〇
）
「
占
領
期(

一
九
四
五—

五
二
年)

に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人

移
民
二
世
の
帰
国
支
援
運
動−

高
知
県
に
お
け
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
二
世
ク
ラ
ブ
」
の
結
成
と

展
開−

」
『
移
民
研
究
年
報
』
二
六
号 

日
本
移
民
学
会 

山
下
修
平
（
二
〇
〇
九
）
『
高
知
県
に
お
け
る
海
外
移
民
の
歴
史
：
土
佐
市
の
ブ
ラ
ジ
ル

移
住
を
中
心
に
』
高
知
大
学
人
文
学
部 

国
際
社
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 
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【
注
釈
】 

一

配
耕
と
は
、
当
時
の
移
民
会
社
に
よ
る
造
語
で
あ
り
、
移
民
が
耕
地
へ
送
り
届
け
ら
れ
る
こ 

と
を
意
味
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
は
家
族
単
位
の
契
約
労
働
者
で
あ
り
、
送
ら
れ
る
先
は
移 

民
取
扱
人
の
一
種
で
あ
る
移
民
会
社
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
移
民
会
社
は
現
地
の
農 

園
主
か
ら
の
要
請
数
に
従
い
移
民
を
振
り
分
け
て
お
り
、
行
き
先
を
指
定
し
た
「
配
耕
表
」 

が
作
成
さ
れ
て
い
た
。 

二

村
中
（
二
〇
一
九
）
を
参
照
の
こ
と
。 

三

太
平
洋
戦
争
前
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
「
帰
朝
者
」（
復
路
の
移
民
船
の
乗
船
者
）
が 

ど
の
程
度
い
た
の
か
不
明
な
点
も
多
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
一
九
三
四
年
に
「
移
民
二
分
制
限
条 

項
」
を
含
む
新
憲
法
が
、
一
九
三
八
年
に
は
一
四
歳
未
満
の
児
童
に
外
国
語
教
育
を
制
限
す
る 

法
令
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
に
日
本
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
た
め
、
義
務
教
育 

年
齢
の
子
ど
も
だ
け
を
帰
国
ま
た
は
渡
航
さ
せ
る
事
例
が
存
在
し
た
。
帰
国
し
た
子
ど
も
た
ち 

の
一
部
は
、
戦
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
再
渡
航
ま
た
は
帰
国
し
て
お
り
、
彼
／
彼
女
ら
の
存
在
は
「
帰 

伯
二
世
」
と
呼
ば
れ
た
。
帰
伯
二
世
に
つ
い
て
は
馬
場
（
一
九
九
九
）
が
参
考
に
な
る
。 

四

社
団
法
人
高
知
県
貿
易
協
会
は
一
九
四
九
年
（
輸
入
は
一
九
五
〇
年
）
の
民
間
貿
易
の
再
開
に 

先
駆
け
、
一
九
四
七
年
六
月
二
七
日
に
創
立
さ
れ
て
い
る
。
事
務
所
は
高
知
県
商
工
会
議
所
内 

に
設
置
さ
れ
、
初
代
「
会
長
」
は
商
工
会
議
所
会
頭
の
入
交
太
蔵
が
就
任
し
た
。
高
知
商
工
会 

議
所
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
（
一
九
九
一
）
、
一
八
二
―
一
八
三
頁
。 

五

ミ
ノ
ル
タ
カ
メ
ラ
株
式
会
社 

六

オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（O

ffice A
u

to
m

atio
n

）
機
器
の
略
。 

七

佐
川
町
立
青
山
文
庫
編
（
二
〇
一
九
）
、
二
八
―
三
三
頁
。
村
中
（
二
〇
二
〇
）
を
参
照
の
こ
と
。

八

資
料
整
理
に
関
す
る
基
礎
的
な
用
語
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
学
用
語
研
究
会
編
（
二
〇 

二
四
）
を
参
考
に
し
た
。 

九

日
系
社
会
シ
ニ
ア
海
外
協
力
隊
と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
の
資
料
整
理
に

あ
た
っ
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
清
水
邦
俊
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
物
理
的
整
理
と
は
「
文
書
か

ら
ク
リ
ッ
プ
等
の
金
属
製
留
め
具
を
外
し
た
り
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
た
り
、
封
筒
等
に
入

れ
る
等
、
文
書
そ
の
も
の
に
対
す
る
整
理
」
の
こ
と
を
指
し
、
情
報
的
整
理
と
は
、「
文
書

の
記
載
内
容
や
ま
と
ま
り
・
フ
ァ
イ
ル
ご
と
の
概
要
目
録
と
、
文
書
一
点
ご
と
の
細
目
録 

を
作
成
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
清
水(

二
〇
一
九)

。
な
お
、
今
回
の
資
料
整
理
な
ら
び 

に
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
清
水
の
解
説
お
よ
び
論
考
に
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。 

一
〇

森
田
友
和
関
係
資
料
の
特
徴
の
一
つ
が
電
子
式
複
写
に
よ
る
複
製
物
（
つ
ま
り
コ
ピ
ー
）
の 

多
さ
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
Ｏ
Ａ
機
器
の
業
界
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
と
無 

関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

一
一

本
稿
の
執
筆
で
は
、
と
く
に
第
四
章
の
③
の
記
述
お
い
て
筆
者
が
撮
影
し
た
デ
ー
タ
が
参
考 

に
な
っ
て
い
る
。 

一
二

資
料
整
理
に
あ
た
っ
て
コ
ン
テ
ク
ス
ト
重
視
の
考
え
方
や
課
題
の
設
定
、
ガ
イ
ド
の
作
成
と 

い
っ
た
整
理
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
清
水
（
二
〇
二
四
）
が
参
考
に
な
っ
て
い
る
。 

一
三

今
回
の
資
料
整
理
で
細
目
録
は
、
令
和
六
年
度
の
成
果
物
と
し
て
高
知
市
立
自
由
民
権 

記
念
館
に
納
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
面
の
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
は
お
こ 

な
わ
ず
、
館
内
利
用
に
留
め
た
。 

一
四

搬
入
し
た
資
料
に
は
、
移
民
関
係
書
籍
以
外
に
も
一
般
書
籍
が
含
ま
れ
て
い
た
。
都
合
上
、 

今
回
の
資
料
整
理
に
は
間
に
合
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
改
め
て
対
応
が
必
要
で
あ
る
。 

一
五

い
わ
ゆ
る
「
同
船
者
」
ま
た
は
「
同
航
者
」。
移
民
船
は
長
期
の
航
海
に
お
い
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー 

ク
を
構
築
す
る
場
で
も
あ
り
、
目
的
地
に
到
着
後
も
相
互
扶
助
の
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果 

た
し
た
。
根
川
（
二
〇
二
三
）、
一
八
―
二
〇
頁
。 

一
六

馬
場
謙
介
、
猪
野
博
な
ど
。
写
真
の
な
か
の
人
物
に
つ
い
て
は
森
田
へ
の
聞
き
取
り
を 

通
じ
て
知
り
得
た
情
報
が
多
く
存
在
す
る
（
第
四
章
に
詳
述
）
。 

一
七

一
八
八
七
年
四
月
一
二
日
、
高
岡
郡
戸
波
村
（
現
在
の
土
佐
市
）
出
身
。
西
原
清
東
の
テ
キ 

サ
ス
開
拓
に
影
響
を
受
け
、
一
九
〇
六
年
に
渡
米
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
の
西
原
農
場
へ
向
か
う
。 

戦
後
、
帰
国
。『
高
知
新
聞
』（
一
九
七
八
年
三
月
一
三
日
）
に
は
、「
高
知
県
人
移
民
活
動
の 

証
言
者
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
兄
の
片
岡
治
義
は
「
笠
戸
丸
移
民
」（
自
由
移 

民
）
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
航
し
て
い
る
。 

一
八

一
八
八
四
年
二
月
一
二
日
、
高
知
市
新
田
淵
（
現
在
の
桜
井
町
）
出
身
。
西
原
清
東
の
長
男
。 

東
京
築
地
の
立
教
中
学
校
を
卒
業
後
、
一
九
〇
二
年
に
渡
米
。
父
と
と
も
に
西
原
農
場
の
経 

営
を
お
こ
な
う
。
一
九
六
三
年
一
二
月
に
は
頌
徳
碑
除
幕
式
に
あ
わ
せ
て
帰
国
し
て
い
る
。 

『
高
知
新
聞
』（
一
九
六
三
年
一
二
月
一
〇
日
）「
十
一
年
ぶ
り
土
佐
へ 

父
の
碑
の
除
幕
式 

に 

テ
キ
サ
ス
の
〝
米
作
り
王
〟
」
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一
九

「
森
田
友
和
宛
書
簡
（
差
出
人 

大
平
清
実
）」（
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
三
日
） 

二
〇

「
森
田
国
治
宛
書
簡
（
差
出
人 

馬
場
謙
介
）」（
一
九
四
七
年
五
月
九
日
） 

二
一

馬
場
（
一
九
九
九
）
を
参
照
の
こ
と
。 

二
二

筆
者
が
撮
影
し
た
書
簡
の
件
数
。
今
回
資
料
整
理
で
所
在
が
確
認
で
き
た
書
簡
は
五
六
通
で 

あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

二
三

日
本
敗
戦
を
受
け
入
れ
た
当
時
の
日
系
社
会
の
指
導
者
層
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
事
実
と
日 

本
が
置
か
れ
た
現
状
を
「
勝
ち
組
（
戦
勝
派
）」
の
人
び
と
に
広
め
よ
う
と
し
た
運
動
。
時
局 

認
識
運
動
。
運
動
に
従
事
す
る
人
び
と
は
「
負
け
組
（
認
識
派
）」
と
呼
ば
れ
た
。
国
立
国
会 

図
書
館
（
発
表
年
不
明
） 

二
四

前
掲
註
一
九 

二
五

た
と
え
ば
、『
高
知
新
聞
』（
一
九
五
〇
年
七
月
一
九
日
）
「
〝
民
主
陛
下
〟
の
お
姿
に
感
激 

ブ
ラ
ジ
ル
で
「
土
佐
路
の
春
」
」
を
参
照
。
南
国
高
知
産
業
大
博
覧
会
を
契
機
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ 

送
ら
れ
た
巡
幸
映
画
「
土
佐
路
の
春
」
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
上
映
さ
れ
、「
非
常
な
感
激
を 

よ
ん
で
い
る
」
等
、
現
地
の
様
子
が
「
コ
チ
ア
産
業
組
合
理
事
大
平
清
実
氏
」
か
ら
「
県
商 

工
会
議
所
内
ブ
ラ
ジ
ル
ク
ラ
ブ
森
田
友
和
氏
の
も
と
へ
郵
便
で
も
た
ら
さ
れ
た
」
旨
報
道
さ 

れ
て
い
る
。 

二
六

佐
川
町
立
青
山
文
庫
編
（
二
〇
一
九
）、
二
六
頁
。 

二
七

種
田
家
は
水
野
龍
の
再
婚
相
手
で
あ
る
万
亀
夫
人
の
実
家
で
、
水
野
が
日
本
に
滞
在
中
は
万 

亀
夫
人
の
姉
が
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
い
た
。
前
掲
註
二
四
、
同
頁
。 

二
八

原
（
一
九
六
二
）、
三
二
〇
―
三
二
五
頁
。 

二
九

佐
川
町
立
青
山
文
庫
編
（
二
〇
一
九
）、
三
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
原
（
一
九
六
二
） 

の
三
二
三
頁
の
記
述
に
は
、「
高
知
の
わ
か
い
者
」
と
し
て
森
田
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。 

三
〇

『
高
知
新
聞
』（
一
九
五
〇
年
四
月
六
日
）「
〝
骨
を
埋
め
る
覚
悟
〟
第
二
の
故
国
ブ
ラ
ジ
ル 

へ 

移
民
の
父
・
水
野
翁
き
の
う
離
高
」 

三
一

「
森
田
友
和
宛
書
簡
（
差
出
人 

竹
内
昭
三
）」（
一
九
五
〇
年
二
月
一
七
日
）。
た
だ
し
、
こ
の 

書
簡
に
つ
い
て
は
原
資
料
の
所
在
が
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
筆
者
撮
影
の
デ
ー
タ
よ
り
参
照 

し
た
。 

三
二

『
高
知
新
聞
』（
一
九
五
一
年
一
〇
月
二
三
日
）「
ブ
ラ
ジ
ル
を
語
る<

上>

本
社
座
談
会 

め
ざ
ま
し
い
県
人
の
進
出 

金
も
う
け
に
勝
組
を
利
用
」 

三
三

『
高
知
新
聞
』（
一
九
五
二
年
一
月
二
九
日
）「
日
伯
親
善
に
貢
献 

本
県
ブ
ラ
ジ
ル
２
世
ク
ラ 

ブ
解
散
」 

三
四

昭
和
二
六
年
版
の
『
商
工
案
内
』
を
み
る
と
、
館
内
団
体
の
な
か
に
「
高
知
ブ
ラ
ジ
ル
協 

会
」
の
存
在
が
確
認
で
き
る
（
竹
内
編 

一
九
五
一
、
二
六
頁
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の 

よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
の
か
等
の
確
認
は
と
れ
て
い
な
い
。 

三
五

一
八
七
三
年
一
〇
月
二
五
日
、
高
岡
郡
北
地
（
現
在
の
土
佐
市
）
出
身
。
須
崎
町
長
（
一
九 

二
八
―
一
九
三
八
年
）
や
蓮
池
村
長
（
一
九
五
二
―
一
九
五
四
年
）
な
ど
歴
任
。
退
職
後
に 

郷
土
史
研
究
会
の
育
成
指
導
に
あ
た
る
。 

三
六

猪
野
（
一
九
六
四
）、
一
六
四
―
一
六
八
頁
。

三
七

『
高
知
新
聞
』
（
一
九
六
三
年
一
二
月
一
三
日
）
「
故
西
原
氏
頌
徳
碑
の
除
幕
式
」

三
八

一
八
七
五
年
一
一
月
、
京
都
府
出
身
。
東
京
専
門
学
校
（
現
在
の
早
稲
田
大
学
）
卒
業
後
、 

一
八
九
七
年
に
外
務
省
入
省
。
書
記
生
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
で
勤 

め
た
後
、
チ
リ
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
公
使
館
、
大
使
館
で
通
訳
官
や
書
記
官
な
ど
歴
任
。
ス
ペ 

イ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
精
通
し
、
多
く
の
著
作
が
あ
る
。

三
九

本
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
六
年
の
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
角
栄
が
逮
捕
さ
れ 

た
直
後
に
二
度
目
の
渡
伯
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
頃 

ま
で
の
間
、
三
度
目
、
四
度
目
と
な
る
渡
伯
を
し
て
い
る
が
詳
細
は
よ
く
わ
か
っ
て
い 

な
い
。 

四
〇

『
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
』（
二
〇
〇
八
年
六
月
二
八
日
）「
純
粋
に
移
民
の
た
め
に
闘
っ
た
人 

誤 

っ
た
イ
メ
ー
ジ
払
拭
願
う 

水
野
龍
氏
を
語
る
森
田
友
和
さ
ん
」、『
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
』（
二 

〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
）「
行
間
に
家
族
へ
の
心
情
切
々
と
―
水
野
龍
翁
の
真
筆
書
簡
（
コ
ピ 

ー
）
／
万
亀
夫
人
や
友
人
に
送
っ
た
五
冊
分 

森
田
友
和
氏
が
持
参
」 

四
一

前
掲
註
二
六
、
一
九
頁
。

四
二

『
高
知
新
聞
』（
二
〇
〇
九
年
八
月
二
五
日
）「
水
野
龍
（
佐
川
町
出
身
）
の
手
紙
／
崎
山
比
佐 

衛
（
本
山
町
）
の
日
記 

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
史
料
を
寄
贈 

青
山
文
庫
や
県
立
歴
民
館
に 

子 

孫
ら
「
新
た
な
研
究
期
待
」 

四
三

山
下
（
二
〇
〇
九
） 

四
四

一
般
財
団
法
人
日
伯
協
会
編
（
二
〇
一
七
）

四
五

寺
尾
（
二
〇
一
六
） 

四
六

根
川
（
二
〇
二
三
）、
二
一
四
―
二
二
二
頁
。
こ
の
ほ
か
森
田
の
語
り
は
根
川
（
二
〇
一 

六
）
、
四
五
二
頁
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。 
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「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
開
催
報
告 

―
学
校
と
の
連
携
を
目
指
し
て
― 

 

 
 

濵 

田 

実 

侑 
 

  

一 

は
じ
め
に 

 

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
（
以
下
、
当
館
）
は
、
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
四
月
に

開
館
し
た
博
物
館
で
あ
る
。
当
館
の
使
命
は
「
自
由
民
権
運
動
及
び
土
佐
の
近
代
に
関
す

る
資
料
を
広
く
収
集
し
、
保
管
し
、
展
示
し
て
市
民
の
利
用
に
供
し
、
も
っ
て
教
育
、
学

術
及
び
文
化
の
発
展
に
資
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
「
学
校
教
育
・
社
会
教
育
と
も
連

携
す
る
生
涯
学
習
施
設
」
で
あ
る
こ
と
を
基
本
的
性
格
と
し
て
い
る
。 

博
物
館
と
学
校
が
関
わ
り
合
い
、
連
携
、
協
力
し
な
が
ら
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
（
「
博

学
連
携
」
等
と
称
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
従
前
よ
り
博
物
館
と
学
校
の
両
現
場
に
お
い

て
求
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
例
え
ば
、
博
物
館
法
で
は
「
学
校
等
の
教
育
施
設
と

協
力
し
、
そ
の
活
動
を
援
助
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
令
和
五
年
の
改

正
で
は
、
学
校
を
含
め
た
多
様
な
主
体
と
連
携
し
地
域
の
活
力
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が

努
力
義
務
と
さ
れ
た
。
ま
た
学
校
現
場
で
も
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
博
物
館

等
の
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
館
も
、
開
館
当
初
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
通
じ
て
学
校
と
の

連
携
を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
団
体
観
覧
や
出
前
授
業
等
で
当
館
を
活
用
す

る
学
校
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
当
館
で
は
、
今
年

度
か
ら
「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

本
稿
は
、
こ
の
「
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
開
催
に
至
る
背
景
と
、
実
施
内
容
、

参
加
教
員
の
反
応
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。 

   

二 

実
施
の
背
景 

 

ま
ず
は
、
当
館
の
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
学
校
と
の
連
携
と
い
う
視
点
か

ら
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。 

 

（１） 

高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
（
以
下
「
社
会
科
部
会
」
）
と
の
連
携 

「
社
会
科
部
会
」
は
、
高
知
市
内
の
教
職
員
が
参
加
す
る
自
主
的
組
織
で
あ
る
。
こ

の
「
社
会
科
部
会
」
と
当
館
は
、
共
催
で
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
度
か
ら
「
子
ど

も
歴
史
教
室
」
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
か
ら
「
社
会
科
作
品
展
」
を
開
催
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
若
干
の
名
称
変
更
等
は
あ
り
な
が
ら
も
現
在
ま
で
継
続
で
き
て
お
り
、

そ
の
成
果
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
役
の
教
職
員
か
ら
意
見
を
聴
取
で
き
る
貴
重
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
科
部
会
の
教
職
員
と
の
こ
う
し
た
関
わ
り
は
、
団
体

観
覧
や
出
前
授
業
の
機
会
だ
け
で
な
く
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度
企
画
展
「
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い 

板
垣
退
助
」
（
板
垣
退
助
生
誕
一
八
〇
年
記
念
）
や
、
二
〇

一
八
（
平
成
三
〇
）
年
度
に
当
館
が
発
行
し
た
副
読
本
「
板
垣
退
助
ブ
ッ
ク
」
へ
の
協

力
な
ど
、
他
事
業
へ
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。 

 

 

（２） 

学
校
利
用
の
促
進
事
業 

 
 

当
館
は
、
二
〇
〇
〇
（
平
成
一
二
）
年
度
か
ら
、
児
童
・
生
徒
の
歴
史
学
習
・
地
域

学
習
の
場
と
し
て
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
目
的
で
「
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
開
始

し
た
。
本
事
業
は
学
校
か
ら
当
館
ま
で
の
交
通
費
の
補
助
を
兼
ね
た
も
の
で
あ
り
、
参

加
を
希
望
す
る
学
校
は
多
く
、
一
〇
年
間
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
（
平

成
二
一
）
年
度
に
一
程
度
の
成
果
を
得
た
と
の
判
断
か
ら
終
了
し
た
。
同
年
以
降
は
、

職
員
が
学
校
へ
出
向
く
「
出
前
授
業
」
促
進
事
業
に
切
り
替
え
た
。 

現
在
は
、
学
校
の
要
望
に
応
じ
て
団
体
観
覧
の
対
応
や
出
前
授
業
を
随
時
行
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。 

 

 

（３） 
広
報
活
動 

 
 

学
校
に
対
し
て
、
当
館
の
活
用
方
法
を
知
ら
せ
る
目
的
で
各
種
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
高
知
市
立
小
・
中
学
校
の
校
長
会
で
の
説
明
、
企
画
展
・
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ

の
配
布
、
当
館
広
報
誌
『
自
由
の
と
も
し
び
』
の
配
布
（
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
や
実
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施
報
告
を
都
度
掲
載
し
て
い
る
）
、
教
職
員
対
象
研
修
の
実
施
等
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
活
動
は
い
ず
れ
も
派
手
な
も
の
で
は
な
い
が
、
一
校
で
も
多
く
の
学
校
に
当

館
を
活
用
し
て
も
ら
い
、
一
人
で
も
多
く
の
児
童
・
生
徒
に
来
館
し
て
も
ら
う
た
め
、
地

道
に
続
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
令
和
二
年
度
以
降
、
団
体
観
覧
で
当
館
を
訪
れ
る
学
校
数
が
大
幅
に
減
少
し

た
。
筆
者
は
そ
の
原
因
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
た
現
在
で
も
、
残
念
な
が
ら
明
ら
か
な
回
復
の
兆
し
は
見
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
出
前
授
業
等
、
団
体
観
覧
以
外
の
活
用
に
つ
い
て
も
決
し
て
多
く
は
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
年
度
初
め
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
の
が
、
こ
の
「
教

員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
」
（
以
下
、
「
博
物
館
の
日
」
）
で
あ
る
。 

「
博
物
館
の
日
」
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）
年
に
国
立
科
学
博
物
館
が
始
め
た
事

業
で
あ
る
。
教
職
員
に
「
博
物
館
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
、「
博
物
館
の
学
習

資
源
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
そ

の
活
動
の
輪
は
全
国
各
地
の
博
物
館
に
広
が
っ
て
お
り
、
参
加
館
の
数
も
年
々
増
加
し
て

い
る
。
当
館
は
今
年
度
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
当
館
で
は
、
学
校
に
対
し
て
活
用
促
進
を
目
的
と
し
た
各
種
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
「
博
物
館
の
日
」
実
施
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

  

三 

「
博
物
館
の
日
」
実
施
内
容 

 

（１） 

基
本
情
報 

 
 

①
名 

称 

令
和
六
年
度 

教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日 

 
 

②
日 

時 

令
和
六
年
八
月
八
日
（
木
） 

 
 

③
場 

所 

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館 

一
階
研
修
室
、
二
階
常
設
展
示
室 

 
 

④
対 

象 

教
員
・
教
員
志
望
の
大
学
生
・
教
育
関
係
者 

 
 

⑤
参
加
費 

無
料 

 
 

⑥
主
催
等 

主
催
：
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館 

 
 

 
 

 
 

 

共
催
：
国
立
科
学
博
物
館
、
公
益
財
団
法
人
日
本
博
物
館
協
会 

 
 

 
 

 
 

 

後
援
：
文
化
庁 

 
 

⑦
内 

容 

Ａ 

教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日 

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
対
面
式
／
要
申
込
／
午
後
一 

時
三
〇
分
か
ら
三
時
三
〇
分
ま
で
／
参
加
者
一
二
名
） 

 
 

 
 

・
当
館
館
長
に
よ
る
展
示
解
説 

 
 

 
 

・
当
館
学
芸
員
に
よ
る
当
館
の
活
用
方
法
の
提
案 

 
 

 
 

・
学
習
グ
ッ
ズ
の
体
験 

 
 

 

Ｂ 

常
設
展
示
室
見
学
（
自
由
見
学
／
申
込
不
要
／
終
日
／
参
加
者
二
名
） 

当
館
受
付
で
『
教
員
の
た
め
の
博
物
館
の
日
』
に
参
加
す
る
旨
を
申
し
出
た
来

館
者
を
対
象
に
、
常
設
展
示
室
を
終
日
無
料
で
見
学
で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

 

（２） 

目
的 

当
館
の
「
博
物
館
の
日
」
実
施
の
目
的
は
、
国
立
科
学
博
物
館
の
「
博
物
館
の
日
」

実
施
の
目
的
と
同
じ
く
、
「
当
館
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
と
「
当
館
の
学

習
資
源
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
」
と
し
た
。 

目
的
達
成
の
た
め
、
本
企
画
の
担
当
者
で
あ
る
筆
者
が
気
を
付
け
て
い
た
の
は
、
教

職
員
が
「
気
軽
に
」
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
博
物
館
の

日
」
そ
の
も
の
を
当
館
の
広
報
活
動
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
尚
更
、
一
人
で
も
多
く
の
教

職
員
に
参
加
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
「
気
軽
に
」
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
た
実
際
の
手
立
て
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。 

①
対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
時
間
を
、
可
能
な
限
り
コ
ン
パ
ク
ト
（
展
示
解
説
を

含
め
て
二
時
間
以
内
）
に
設
定
し
、
か
つ
途
中
参
加
・
退
出
可
と
す
る
。 

②
申
込
方
法
を
、
電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
で
も
受
付
可
と
す
る
。 

③
対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
事
前
申
込
な
く
、
無
料
で
常
設
展
示
室
を
見
学
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
す
る
。 

④
チ
ラ
シ
に
「
ま
ず
は
お
気
軽
に
来
館
い
た
だ
け
る
機
会
に
し
た
い
」
と
記
す
こ
と

で
、
本
企
画
の
ス
タ
ン
ス
を
明
確
に
す
る
。 

ま
た
、
本
企
画
を
「
研
修
」
で
は
な
く
「
博
物
館
の
日
」
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
の
は
、
当
館
や
自
由
民
権
運
動
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
（
内
容
が
難

し
そ
う
、
堅
そ
う
、
児
童
・
生
徒
向
け
で
は
な
さ
そ
う
等
）
を
払
拭
し
た
い
、
楽
し
げ

な
イ
ベ
ン
ト
感
を
大
切
に
し
た
い
、
と
い
う
筆
者
の
個
人
的
な
思
い
か
ら
だ
っ
た
が
、
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こ
の
こ
と
自
体
も
「
気
軽
」
に
参
加
い
た
だ
く
た
め
の
手
立
て
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 
（３） 
広
報 

 

「
博
物
館
の
日
」
の
準
備
に
あ
た
っ
て
課
題
と
な
っ
た
の
は
、
広
報
手
段
で
あ
る
。

教
職
員
と
博
物
館
関
係
者
が
情
報
共
有
で
き
る
決
定
的
な
ツ
ー
ル
は
な
く
、
各
校
へ
の

チ
ラ
シ
配
布
に
つ
い
て
も
、
内
容
や
枚
数
、
配
布
方
法
に
よ
っ
て
は
受
理
し
て
も
ら
え

な
い
場
合
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

今
回
は
、
当
館
初
め
て
の
「
博
物
館
の
日
」
開
催
で
あ
る
た
め
、
高
知
県
内
の
全
教

職
員
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
回
覧
依
頼
の
添
え
状
と
チ
ラ
シ
【
資
料
１
】

一
部
ず
つ
を
高
知
県
内
全
校
に
送
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
結
果
、
教
職
員
対
象
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
配
布
枚
数
が
一
枚
で
あ
る
こ
と
（
配
布
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
）

か
ら
、
高
知
県
内
ほ
と
ん
ど
の
学
校
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
一
部
市
町
村
か
ら
は
「
配
布
に
は
高
知
県
教
育
委
員
会
の
後
援
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
指
摘
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
回
以
降
の
課
題
と
し

た
い
。 

そ
の
他
の
広
報
手
段
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
高
知
市
小
・
中
学
校
校
長
会
で
の
口
頭
説
明
、
チ
ラ
シ
配
布 

②
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
と
例
年
共
催
で
行
っ
て
い
る
「
夏
休
み
子
ど
も

歴
史
教
室
」
に
参
加
し
て
い
る
先
生
方
へ
の
口
頭
説
明
、
チ
ラ
シ
配
布 

③
高
知
市
教
育
研
究
会
社
会
科
部
会
の
教
員
全
員
へ
チ
ラ
シ
送
付
（
メ
ー
ル
） 

 

※
同
部
会
に
所
属
さ
れ
て
い
る
先
生
（
個
人
）
の
御
厚
意
に
よ
り
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

④
県
内
で
文
系
の
学
部
を
持
つ
高
知
大
学
・
高
知
県
立
大
学
の
大
学
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
へ
の
口
頭
説
明
、
チ
ラ
シ
配
布
依
頼 

 

※
本
企
画
は
教
員
を
目
指
す
現
役
学
生
も
対
象
と
し
て
い
る
た
め
。 

 
 

（４） 

対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容 

 
 

①
当
館
館
長
に
よ
る
展
示
解
説
（
約
１
時
間
）
【
写
真
１
】 

 
 

 
 

今
回
は
、
常
時
開
室
し
て
い
る
常
設
展
示
室
を
中
心
に
展
示
解
説
を
行
っ
た
。

ま
た
、
よ
り
具
体
的
に
団
体
利
用
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
も
ら
う
た
め
に
、
当
館

で
作
成
・
無
料
配
布
し
て
い
る
「
常
設
展
示
室
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
を
参
加
者
に
配

布
し
た
。 

 
 

②
当
館
学
芸
員
に
よ
る
当
館
の
活
用
方
法
の
提
案
（
約
三
〇
分
）
【
写
真
２
】 

 
 

 
 

当
館
の
活
用
方
法
（
団
体
観
覧
、
出
前
授
業
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
収
蔵
資
料
の

画
像
利
用
等
）
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し
た
。
そ
の
際
、
利
用
の

イ
メ
ー
ジ
を
掴
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
過
去
の
実
施
内
容
と
子
ど
も
の
反
応
等

を
併
せ
て
具
体
的
に
紹
介
し
た
。 

 
 

③
学
習
グ
ッ
ズ
の
体
験
（
約
三
〇
分
） 

 
 

 
 

当
館
制
作
映
像
資
料
「
自
由
民
権
っ
て
何
？
」
（
一
二
分
）
の
視
聴
な
ど
、
当

館
で
活
用
で
き
る
学
習
グ
ッ
ズ
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
。 

④
そ
の
他 

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
、
参
加
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。 

      
 

【写真１】 

【写真２】 
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四 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
み
た
教
員
の
反
応 

 

「
博
物
館
の
日
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
参
加
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
【
資
料
２
】
を
実

施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
は
、
今
回
の
「
博
物
館
の
日
」
に
対
す
る
参
加
者
の
反

応
を
知
る
こ
と
と
、
当
館
の
今
後
の
教
育
活
動
の
一
助
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
対
面
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
一
二
名
の
う
ち
一
〇
名
、
常
設

展
示
室
観
覧
二
名
の
う
ち
一
名
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
対
面

式
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
【
資
料
３
】
を
中
心
に
、
参
加
者
の
反

応
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

 

（１） 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
構
成 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
部
は
「
あ
な
た
自
身
に
つ
い
て
」
、

つ
ま
り
回
答
者
の
属
性
に
つ
い
て
聞
く
も
の
で
あ
る
。
第
二
部
は
「
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
」
、
今
回
の
「
博
物
館
の
日
」
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
。
第
三
部
は
「
自
由
民
権
記

念
館
の
活
用
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
構
成
は
あ
く
ま
で
回
答
者
が
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
や
す
く
す
る
た
め
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
検
討

及
び
本
稿
の
報
告
に
お
い
て
は
、
特
に
考
慮
し
て
い
な
い
。 

 

 

（２） 

回
答
者
の
属
性 

回
答
者
の
う
ち
八
割
（
八
人
）
は
、
小
学
校
と
高
等
学
校
の
教
職
員
で
あ
っ
た
。
他

二
割
（
二
人
）
の
回
答
者
に
つ
い
て
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
、
日
常
的
に
子
ど
も

と
関
わ
る
施
設
の
職
員
と
の
こ
と
だ
っ
た
（
筆
者
聞
き
取
り
に
よ
る
）
。
ま
た
、
回
答

者
の
半
数
は
高
知
市
外
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
た
。 

 

 

（３） 

参
加
理
由
（
自
由
記
入
） 

参
加
し
た
理
由
は
、
当
館
の
活
用
が
前
提
と
い
う
よ
り
も
、
自
由
民
権
運
動
に
つ
い

て
学
び
直
し
た
か
っ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
回
答
が
多
く
み
ら
れ
た
。
そ
の
他
に

は
、
自
由
民
権
記
念
館
に
来
て
み
た
か
っ
た
、
日
時
が
学
校
閉
庁
日
内
だ
っ
た
等
、
回

答
者
に
と
っ
て
「
博
物
館
の
日
」
開
催
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
と
い
う

回
答
が
二
件
、
授
業
に
お
け
る
資
料
の
取
扱
い
に
つ
い
て
学
び
た
か
っ
た
、
博
物
館
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ
た
、
と
い
う
趣
旨
の
回
答
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
ず
つ
得

ら
れ
た
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、「
（
来
年
も
参
加
す
る
と
し
た
ら
）
次
回
希
望
す
る
内
容
」
と
い

う
設
問
で
は
、
民
権
家
個
人
や
自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
特
定
の
時
期
や
出
来
事
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
た
講
座
を
希
望
す
る
、
と
い
う
回
答
が
三
件
得
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
今
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
情
報
量
に
つ
い
て
、
四
割
（
四
人
）
の
参
加
者
が
「
多

か
っ
た
」
「
や
や
多
か
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
の
で
、
専
門
的
な
講
座
を
実
施
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
本
体
に
組
み
込
む
の
で
は
な
く
、
希
望
制
や
選
択
制
に
す

る
な
ど
、
予
備
の
講
座
と
し
て
開
催
す
る
の
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

 

（４） 

満
足
度 

「
博
物
館
の
日
」
の
「
総
合
的
な
満
足
度
」
に
つ
い
て
、
回
答
者
の
う
ち
九
割
（
九

人
）
か
ら
「
大
変
満
足
」
「
満
足
」
と
い
う
回
答
を
得
た
。
ま
た
そ
の
理
由
と
し
て
、

活
用
方
法
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
と
い
う
意
見
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
幸
い
で

あ
っ
た
。
参
加
者
全
員
の
回
答
（
満
足
度
と
理
由
）
は
次
の
と
お
り
。 

① 

大
変
満
足
…
五
人 

 

理
由 

・
活
用
の
具
体
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
。 

② 

満
足
…
四
人 

 

理
由 

・
予
想
し
て
い
た
通
り
、
歴
史
の
復
習
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

・
と
て
も
良
か
っ
た
。 

 
 

 
 

・
教
育
現
場
で
の
実
践
例
が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。 

※ 

普
通
、
不
満
、
大
変
不
満
と
の
回
答
は
な
か
っ
た
。
未
記
入
一
人
。 

 

 

（５） 

当
館
の
活
用
に
つ
い
て 

「
博
物
館
の
日
」
に
参
加
し
た
教
職
員
が
今
後
当
館
を
ど
う
活
用
し
た
い
と
考
え
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
筆
者
が
最
も
注
目
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
「
今
後
活

用
し
た
い
と
思
う
内
容
」
と
い
う
設
問
を
設
定
し
た
と
こ
ろ
、
七
割
（
七
人
）
の
回
答

者
が
「
出
前
授
業
」
を
選
択
し
た
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
「
資
料
画
像
の
利
用
」（
四

人
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、「
資
料
等
の
画
像
を
授
業
で
使
う
機
会
（
頻
度
）
」

に
つ
い
て
は
、
五
割
（
五
人
）
の
参
加
者
が
「
多
い
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
普
及
か
ら
、
学
校
現
場
で
画
像
を
活
用
で
き
る
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 
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一
方
で
、
筆
者
が
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
「
団
体
観
覧
」
を
選
択
し
た
回
答
者
は

わ
ず
か
二
割
（
二
人
）
で
あ
っ
た
。
団
体
観
覧
の
学
校
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
当
館
と

し
て
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
「
団
体
観
覧
（
来
館
）
に
お
い
て
、
最
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
は
ど

れ
で
す
か
。
」
と
い
う
設
問
に
つ
い
て
は
、「
交
通
費
が
な
い
」「
（
教
員
の
）
準
備
時
間

が
取
れ
な
い
」「
子
ど
も
の
安
全
確
保
」「
来
館
時
間
が
確
保
で
き
な
い
」
の
各
項
目
に

つ
い
て
、
二
票
な
い
し
三
票
ず
つ
、
偏
り
な
く
選
択
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
設
問
は
学
校
側
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

次
回
以
降
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
当
館
に
つ
い
て
の
項
目
（
展
示
の
難
易
度
や
、
学
校

団
体
向
け
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
不
足
等
）
も
選
択
肢
に
挙
げ
て
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。 ま

た
、「
当
館
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
す
の
に
、
効
果
的
な
サ
ポ
ー
ト
・

広
報
は
ど
れ
だ
と
思
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
）
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
、「
交
通
費

の
補
助
」（
三
人
）
や
「
学
校
へ
の
チ
ラ
シ
送
付
」（
三
人
）
と
い
う
回
答
が
多
い
こ
と

は
事
前
に
予
想
で
き
て
い
た
が
、
四
割
（
四
人
）
の
回
答
者
が
「
教
員
対
象
説
明
会
の

定
期
開
催
」
と
回
答
し
た
こ
と
は
意
外
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
今
回
の
参
加
者
に
と

っ
て
は
、
「
博
物
館
の
日
」
の
よ
う
な
機
会
を
定
期
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
感
じ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

  

五 

高
知
県
高
等
学
校
社
会
科
担
当
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
参
考
） 

  

今
年
度
、
高
知
県
教
育
委
員
会
か
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
、
「
令
和
六
年
度
高
知
県
高

等
学
校
各
教
科
等
研
究
協
議
会
（
地
理
歴
史
・
公
民
科
）
」（
令
和
六
年
九
月
一
〇
日
実
施
）

に
て
自
由
民
権
記
念
館
の
活
用
方
法
を
紹
介
す
る
時
間
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
際
に
「
博

物
館
の
日
」
と
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
【
資
料
４
】
が
、
そ
の
結
果
が
今
後

の
「
博
物
館
の
日
」
実
施
の
参
考
と
な
り
う
る
も
の
だ
っ
た
た
め
、
併
せ
て
報
告
す
る
。 

本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
研
修
会
参
加
者
四
九
人
の
う
ち
、
四
八
人
か
ら
回
答
が
得
ら
れ

た
。
な
お
、
今
回
の
回
答
者
は
、
自
由
民
権
運
動
に
関
す
る
歴
史
資
料
の
画
像
を
使
っ
て

授
業
案
を
組
み
立
て
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
、
当
館
の
活
用
方
法
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
「
博
物
館
の
日
」
で
行
っ
た
「
当
館
の
活
用
方
法
の
提
案
」
を
一
〇
分
程
度
に
要
約

し
た
も
の
）
を
受
け
た
上
で
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。 

 （１） 

回
答
者
の
属
性 

回
答
者
四
八
人
は
、
全
員
、
高
知
県
立
高
等
学
校
に
所
属
す
る
社
会
科
担
当
教
員
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
高
知
市
内
の
高
校
教
員
は
一
三
人
、
高
知
市
外
の
教
員
が
三
五
人
で
あ

る
。
ま
た
、
回
答
者
の
約
四
割
（
一
八
人
）
が
日
本
史
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る
が
、
回

答
状
況
か
ら
推
察
す
る
に
、
日
本
史
が
自
身
の
専
門
教
科
で
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
回
答
者
の
七
割
（
三
四
人
）
が
当
館
へ
来
館
し
た
こ
と
が
あ
り
、
か

つ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
（
三
三
人
）
が
「
展
示
を
見
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。

「
自
由
民
権
記
念
館
を
学
校
現
場
で
活
用
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
。
」
と
い

う
設
問
で
は
、
三
二
人
の
教
員
が
「
知
っ
て
い
た
」
、
残
り
一
六
人
の
教
員
が
「
知
ら
な

か
っ
た
（
今
日
初
め
て
知
っ
た
）
」
と
回
答
し
て
い
る
。 

 （２） 

当
館
の
活
用
に
つ
い
て 

「
今
後
、
活
用
し
た
い
と
思
う
内
容
は
ど
れ
で
す
か
。（
複
数
回
答
可
）
」
と
い
う
設
問

で
は
、
回
答
者
の
約
六
割
に
あ
た
る
二
九
人
が
「
資
料
画
像
の
利
用
」
と
回
答
し
た
。
こ

れ
は
お
そ
ら
く
本
研
修
会
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
体
験
が
影
響
し
て
い
る
。
次
い
で
多

か
っ
た
の
が
「
調
べ
学
習
で
の
サ
ポ
ー
ト
」（
二
一
人
）
、「
出
前
授
業
」（
二
〇
人
）
と
続

き
、
や
は
り
最
も
少
な
か
っ
た
の
が
「
団
体
観
覧
」
（
一
二
人
）
で
あ
っ
た
。 

「
団
体
観
覧
（
来
館
）
に
お
い
て
、
最
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
」
に
つ
い
て
は
、
「
博
物
館

の
日
」
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
は
異
な
り
、
回
答
者
の
う
ち
六
割
強
が
「
来
館
時
間
が

確
保
で
き
な
い
」
（
三
一
人
）
と
回
答
し
た
。
こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
と
比
較
し
て
一
学

年
あ
た
り
の
ク
ラ
ス
数
・
生
徒
数
が
多
い
こ
と
、
進
学
を
見
据
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ

る
こ
と
（
課
外
授
業
に
充
て
る
時
間
が
な
い
）
な
ど
、
高
等
学
校
な
ら
で
は
の
背
景
が
推

察
で
き
る
。
さ
ら
に
、
今
回
の
回
答
者
は
高
知
県
全
域
の
教
員
で
あ
る
た
め
、
遠
方
で
あ

る
こ
と
も
来
館
時
間
が
確
保
で
き
な
い
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  六 

お
わ
り
に 

  

以
上
、
本
稿
で
は
「
博
物
館
の
日
」
の
開
催
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
「
博
物
館
の
日
」
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参
加
者
の
反
応
や
高
等
学
校
社
会
科
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
の

は
、
学
校
側
の
視
点
で
当
館
の
活
用
を
考
え
る
と
き
、
「
団
体
観
覧
」
は
決
し
て
優
先
順

位
が
高
い
活
用
方
法
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
館
は
高
知
市
中
心
部
か
ら
や
や

離
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
立
地
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
の
普
及
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
な
ど
を
経
た
現
在
の
学
校
現
場
に
と
っ
て
は
、
む
し

ろ
「
資
料
画
像
の
利
用
」
の
方
が
活
用
の
可
能
性
は
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
館

も
、
可
能
な
限
り
こ
う
し
た
需
要
に
応
え
て
い
き
た
い
。 

し
か
し
な
が
ら
、
博
物
館
の
展
示
（
歴
史
資
料
及
び
そ
れ
に
付
随
す
る
説
明
資
料
）
を

学
習
素
材
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
は
、
お
そ
ら
く
ど
の
博
物
館
に
お

い
て
も
共
通
し
て
い
る
。
筆
者
も
、
「
団
体
観
覧
」
を
引
き
続
き
当
館
の
活
用
方
法
の
主

軸
に
位
置
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
当
然
な
が
ら
、
展
示
を
児
童
・
生
徒
の
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
児
童
・
生
徒
に
分
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
る
。
当
館
の

常
設
展
示
室
は
、
高
知
の
自
由
民
権
運
動
の
流
れ
に
つ
い
て
全
国
的
な
出
来
事
か
ら
ロ
ー

カ
ル
な
動
き
ま
で
豊
富
な
情
報
量
を
も
っ
て
展
示
し
て
い
る
が
、
職
員
の
解
説
や
案
内
な

く
児
童
・
生
徒
だ
け
で
観
覧
す
る
に
は
、
内
容
的
に
難
易
度
が
高
い
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
当
館
で
は
現
在
、
新
た
な
試
み
と
し
て
小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で

を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
企
画
展
「
わ
た
し
の
ま
ち
の
自
由
民
権
」
（
会
期
：
令
和

七
年
一
月
二
五
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
）
を
開
催
し
て
い
る
。
自
由
民
権
運
動
の
大
ま
か

な
流
れ
を
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
資
料
や
パ
ネ
ル
を
中
心
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
紹
介
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
も
の
で
、
将
来
的
な
常
設
展
示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
見
据
え
て
企
画
し

た
も
の
で
も
あ
る
。
本
企
画
展
に
つ
い
て
も
、
来
館
者
の
反
応
も
含
め
て
改
め
て
報
告
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
は
ま
だ
み
ゆ 

高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
学
芸
員
） 
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令和６年度

教員のための
高知市立自由民権記念館

１日中、常設展示室を無料で見学できます！
受付にて「『教員のための博物館の日』に参加します」とお申し出ください。

学習グッズの体験ができます
・民権すごろく（明治14年に作られたもの）
・大型パズル（錦絵・古地図等）
・当館制作映像資料「自由民権って何？」（12分）

学芸員が当館の活用方法を提案します
副読本『板垣退助BOOK』や、授業で使える館蔵資料の紹介など。
過去の活用事例（出前授業や調べ学習）についてもたっぷり御紹介します。

（木）

博物館の日

課外授業での利用（展示見学）や出前授業の講師、教材研究の相談先として…
先生方に、自由民権記念館をもっと気軽に活用いただきたい！
そんな思いから、自由民権150年の今年、このイベントを開催することにいたしました。
まずはお気軽に来館いただける機会にしたいと考えております。御参加をお待ちしています！

館⾧による展示解説をお聞きいただけます
教科書には載っていない小ネタや裏話、高知ならではの情報も満載です！

申込不要

教員のための博物館の日 プログラム
日時：令和６年８月８日（木）13：30～15：30（途中参加・退出可） 会場：当館１階研修室
対象：教員・教員志望の大学生・教育関係者 参加費：無料

要申込

▼お申込はこちらから▼
（https://x.gd/OVt4A）

お電話での申込も可能です。
お気軽にご連絡ください！

共催：国立科学博物館、公益財団法人日本博物館協会 後援：文部科学省

【お問合せ先】 高知市総務部 民権・文化財課 学芸企画担当 高知市桟橋通四丁目14－３ TEL：088-832-7277

●

●

●

13：30～15：30

【資料１】
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今後の参考のため、アンケートへのご協力をよろしくお願いいたします。

所属学校の種別

所属学校の所在地

あなたの専門教科

このイベントを知ったきっかけ

参加した理由

ボリューム・情報量

綜合的な満足度

（来年も参加するとしたら）

次回希望する内容

今後活用したいと思う内容

団体観覧（来館）において、最も

高いハードルはどれですか。

当館を活用していただく機会を増

やすのに、効果的なサポートや広

報はどれだと思いますか。

資料等の画像を、授業で使う機会

は多いですか。

どういった資料の画像を、授業で

使ってみたいと思いますか。

教育関係の研修やイベントの情報

はどのように集めていますか。

  □ 交通費の補助　□ 相談窓口の開設　□ HPでの案内　□ 公聴会での説明

  □ 教員対象説明会の定期開催　　□ 教員対象メールマガジンの開設

  □ 各学校へのチラシ送付　　　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　  ）

  □ 多い　□ たまに　□ 少ない

（上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

  □ 絵　□ 写真　□ 書簡・日記（民権家直筆のもの）　□ 地図

  □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

R6.8.8

ご協力ありがとうございました。

この他，御意見・御要望・御感想などをおきかせください。

＜自由記入＞

  □ 団体観覧　□ 出前授業　□ 資料画像の利用　□ 調べ学習でのサポート

  □ その他（　　　　　　　　　　　  　　　）　□ 活用したい内容がない

  □ 交通費がない　□ 子どもの安全確保　□ （教員の）準備時間が取れない

  □ 来館時間が確保できない　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　  　）

＜自由記入＞

令和６年度 教員のための博物館の日 アンケート

■あなた自身について

  □ 高知市内　　　□ 高知市外（市町村名：　　　　　　　　　）

■自由民権記念館の活用について

本日は、御参加いただきありがとうございました。

＜自由記入＞

＜自由記入＞

  □ 多かった　□ やや多かった　□ 丁度　□ やや少なかった　□ 少なかった

■イベントについて

  □ 小学校　□ 中学校　□ 高等学校　□ 義務教育学校　□ 特別支援学校

  □ 盲学校　□ ろう学校　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  □ ホームページ　□ 学校宛チラシ　□ 知人　□ その他（　　　　　　　　）

  ※複数回答可

  □ 大変満足　□ 満足　□ 普通　□ 不満　□ 大変不満

（上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【資料２】
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対面式プログラム参加者（回答10人）

■あなた自身について
小学校 高等学校 その他

5 3 2

高知市内 高知市外

5 5

その他 未記入

2 4

■このイベントについて
学校宛チラシ 知人 その他

8 3 1

・日時が学校閉庁日内だったこと。

・専門的内容に興味があったから。

・学習したかったから。

・以前から自由民権記念館に行きたかったから。

・学校現場における博物館利用について興味があったから。

・授業でどのように資料を扱うか勉強するため。

・自由民権の時代を深く知るため。

多かった やや多かった 丁度 未記入

1 3 5 1

大変満足 満足 未記入

5 4 1

・（大変満足）活用の具体を描くことができた。

・（満足）予想していた通り，歴史の復習となった。

・（満足）とても良かった。

・（満足）教育現場での実践例が非常に参考になった。

・板垣や植木，中江など人物にフォーカスした内容。

・太平洋戦争前後の高知について。また現在と自由民権運動の対比。

・自由民権運動の中で，どこかの時期，あるいは誰か一人に特化した講座。

・常設展示を見る時間がもう少し多くほしい。

・出前授業の事例紹介。

・植木枝盛の人となりについての講義。

■自由民権記念館の活用について
団体観覧 出前授業 資料画像の利用 調べ学習でのサポート その他

2 7 4 2 1

交通費がない （教員の）準備時間が取れない 子どもの安全確保 来館時間が確保できない

3 3 2 2

教員対象説明会の定期開催 交通費の補助 各学校へのチラシ送付 HPでの案内 校長会での説明 その他

4 3 3 1 1 1

多い たまに 少ない 未記入

5 1 3 1

・（多い理由）資料を使うことで生徒の関心が上がる。

・（多い理由）ICT機器で見せた方がイメージがわきやすいから。

・（少ない理由）知らなかったから。

絵 写真 書簡・日記（民権家直筆のもの） 地図 その他

5 5 3 6 2

・チラシ（２人）

・職員室の回覧

・Plant（＝全国教員研修プラットフォーム）

・母校の研究室

・インターネット

・予想通りに楽しく歴史を再認識する時間となりました。

・板垣退助の歴史について知れて楽しかったです。今後とも勉強させていただきます。

・勉強になりました。今後の授業に役立てたいと思います。

・学校の生徒が自由民権記念館を手軽に使えるように，スクールバス２台を保有してほしい。

【備考】中学校，義務教育学校，特別支援学校，盲学校，ろう
学校は0人。

総合的な満足度

所属学校の種別

所属学校の所在地

資料等の画像を授業で使
う機会（頻度），またその理
由

どんな資料の画像を授業
で使ってみたいか（複数回
答可）

教育関係の研修やイベン
トの情報はどのように集め
ているか（自由記入）

その他意見・要望・感想な
ど

社会科

4
（地理歴史１，社会１，日本史１，地歴公民科１）

・館長さんのお話を聞かせていただきながら館内を見せていただけて，内容が深まりました。なぜ土佐から自由民権運動が起
きたのかが良く理解できました。生徒の多くが板垣退助も知らないという状況も出て来ているので，少しでも，高知から起こった
自由民権運動に関心を持ってもらうために出前授業などから検討してみたいです。本当にたくさんの情報をいただいて，とても
勉強になりました。

・多くの気づきがありました。解説があったことでこれまで気にとめていなかった資料にも目がとまり，授業での活用方法を考え
ながらお話を聞くことができました。郷土愛を育むことにもつながると感じました。

ボリューム・情報量

来年も参加するとしたら次
回希望する内容（自由記
入）

今後活用したいと思う内容
（複数回答可）

団体観覧（来館）において
最も高いハードル

当館活用の機会を増やす
のに効果的なサポート・広
報（複数回答可）

専門教科（自由記入）

このイベントを知ったきっ
かけ（複数回答可）

参加した理由（自由記入）

【資料３】
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所属学校の所在地

担当されている分野（専門分野）

自由民権記念館に行ったことがあり

ますか。

自由民権記念館の展示を見たことが

ありますか。

自由民権記念館を学校現場で活用で

きることを知っていましたか。

今後、活用したいと思う内容はどれ

ですか。（複数回答可）

団体観覧（来館）において、

最も高いハードルはどれですか。

当館を活用していただく機会を増や

すのに、効果的なサポートや広報は

どれだと思いますか。（複数回答

可）

資料等の画像を、授業で使う機会は

多いですか。

どういった資料の画像を、授業で

使ってみたいと思いますか。（複数

回答可）

今日の演習で使用した資料の画像が

HP等で公開されたら、実際に授業で

使ってみたいと思いますか。

教員対象の研修やイベントの情報は

どのように集めていますか。

R6.9.10

ご協力ありがとうございました。今後とも、高知市立自由民権記念館をよろしくお願いいたします。

この他，本日の御意見・御感想などをお聞かせください。

  □ 知っていた　　□ 知らなかった（今日初めて知った）　　□  わからない

  □ 団体観覧　　□ 出前授業　　□ 資料画像の利用　　□ 調べ学習でのサポート

  □ 活用したい内容がない     　  □ その他（　　　　　　　　　　　  　　　）

  □ 多い　　　□ たまに　　　□ 少ない

  （上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

  □ 絵　　□ 写真　　□ 書簡・日記（民権家直筆のもの）　　□ 地図

  □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  □ 交通費がない　　□ 子どもの安全確保　　□ 教員の準備時間が取れない

  □ 来館時間が確保できない　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　  　）

  □ 交通費の補助　　□ 相談窓口の開設　　□ HPでの広報　　□ SNSでの広報

  □ 教員対象説明会の定期開催　　□ 教員対象メールマガジンの開設

  □ 各学校へのチラシ送付　　　　□ 校長会での説明

  □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　  　）

自由民権記念館　学校現場での活用に関するアンケート

■あなた自身について

  □ 高知市内　　　□ 高知市外（市町村名：　　　　　　　　　）

  □ 思う　　　□ 場合によっては思う　　　□ 全く思わない

  （上記の理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　）

■その他

■資料画像の活用について

■自由民権記念館の活用について

本日はありがとうございました。お手数ですが、アンケートへの御協力をよろしくお願いいたします。

  □ ある　　　□ ない　　□  わからない

  □ 地理　　□ 日本史　　□ 世界史　　□ 倫理　　□ 政治・経済

  □ ある　　　□ ない　　□  わからない

■自由民権記念館について

【資料４】
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伝
片
岡
健
吉
旧
蔵
打
刀
・
脇
差

山
嶽
倶
楽
部
旗

資

料

名

●
寄
託
資
料

土
陽
新
聞

木
村
久
寿
弥
太
日
記
等
資
料

野
村
茂
久
馬
書
「
堅
忍
持
久
」

牧
野
新
聞
（
牧
野
富
太
郎
標
本
使
用
新
聞
資
料
）

資

料

名

●
寄
贈
資
料

明
治
二
〇
年
代
か

年

代

昭
和
一
二
年
五
月
一
五
日

大
正
七
年
～
昭
和
一
〇
年

昭
和
一
四
年
春

明
治
～
昭
和

年

代

「
丹
波
守
吉
道
」
及
び
「
藤
原
貞
行
」
。
片

岡
健
吉
子
孫
宅
に
て
、
健
吉
旧
蔵
の
刀
と
し

て
伝
わ
る
も
の
。

備

考

高
知
県
出
身
の
植
物
分
類
学
者
・
牧
野
富
太

郎
が
植
物
標
本
を
つ
く
る
際
に
利
用
し
て
い

た
新
聞
紙
の
う
ち
、
高
知
県
関
係
分
。

備

考

二
〇
二
三

(
　

令
和
五

)

年
度
寄
贈
寄
託
資
料
目
録
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〔
団
体
〕

蒼
空
の
会

安
曇
野
文
書
館

行
田
市
郷
土
博
物
館

石
川
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

一
般
社
団
法
人

日
本
即
席
食
品
工
業
協
会

茨
城
県
近
現
代
史
研
究
会

愛
媛
県
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物
館

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

大
洗
町
幕
末
と
明
治
の
博
物
館

大
分
市
歴
史
資
料
館

大
手
前
大
学
史
学
研
究
所

株
式
会
社
エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

宜
野
座
村
立
博
物
館

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学

呉
市
海
事
歴
史
科
学
館

桑
名
市
博
物
館

皇
學
館
大
学

高
知
県
文
化
財
団

高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

高
知
県
立
大
学
文
化
学
部

高
知
市
総
務
課

国
際
平
和
担
当

こ
う
ち
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

神
戸
市
立
博
物
館

佐
川
町
立
青
山
文
庫

静
岡
県
近
代
史
研
究
会

静
岡
市
歴
史
博
物
館

品
川
の
女
性
史
を
語
る
会

渋
沢
研
究

昭
和
館

白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館

水
平
社
博
物
館

西
予
市
・
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

専
修
大
学
大
学
史
資
料
室

仙
台
市
博
物
館

大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

東
北
大
学
学
術
資
源
研
究
公
開
セ
ン
タ
ー
史
料
館

東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所

歴
史
文
化
遺
産

保
全
学
分
野

徳
島
県
立
近
代
美
術
館

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

徳
島
県
立
博
物
館

徳
島
県
立
文
書
館

徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館

徳
島
県
立
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館

栃
木
県
立
文
書
館

中
津
市
歴
史
博
物
館

長
野
県
立
歴
史
館

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

福
井
県
文
書
館

福
岡
市
総
合
図
書
館

町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館

松
江
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

松
江
城
・
史
料
調
査
課

明
治
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

横
浜
市
史
資
料
室

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
度

図
書
等
寄
贈
者
一
覧
（
五
十
音
順

敬
称
略
）
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二
〇
二
五
年
三
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高
知
市
立
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由
民
権
記
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紀
要
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第
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丁
目
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三
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三
三
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